
既存笠木等の撤去　　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　平場の保護コンクリート厚さ

　　・こて仕上げ　　　　　　　　※水下　80㎜以上　　・　

　　・床タイル張り等の仕上げ　　※水下　60㎜以上　　・　

　部分粘着層付き改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　改質アスファルトルーフィングシートの種類および厚さ

　　※改修標仕 表3.3.3から表3.3.9 による　　　・　

　　※改修標仕 表3.3.3から表3.3.9 による　　　・　

２ 足 場 そ の 他 (2.2.1)内部足場

(2.2.1)

・　

都市計画区域（　・内　　・外　　　　　　　）用 途 地 域 等

建 築 改 修 工 事 特 記 仕 様 書 Ⅰ
章 項 目 特 記 事 項 章 項 目 特 記 事 項 章 項 目 特 記 事 項 章 項 目 特 記 事 項

Ⅰ　工 事 概 要

工 事 名１

工 事 場 所２

３

用途地域　　（　　　　　　　　　　　　　　）

防火地域等　（　・防火　　・準防火　　・法第22条指定地域　　・指定無し　）

その他の地域・区域　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４ 主 要 用 途

敷 地 面 積５

垂直積雪量(m) 風速(Ｖo)　　・30　・32　・34そ の 他 の 条 件６

地表面粗度区分　　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ

（対象棟・工事種別・改修部位等）改 修 内 容７

棟

構 造

階 数

建 築 面 積

Ⅱ　建築改修工事仕様

１　共通仕様

２　特記仕様書の適用等

３　特記仕様書の範囲

章 項 目 特 記 事 項

※建築工事施工管理要領（一般社団法人公共建築協会）（平成26年改訂版）

※建築工事監督実施要領（秋田県建設交通部監修）（平成16年版）適 用 基 準 等１

２ ※適用する　　・適用しない (1.1.4)

１

一

般

共

通

事

項

延 床 面 積

（令和２年版）

※営繕工事写真撮影要領（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課）（平成31年版）

　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

工 事 の 余 裕 期 間３ ・適用する（・発注者指定方式　・任意着手方式）　　※適用しない

　適用する場合は別に定める「余裕期間に係る特記事項」によること。

４ 工事中、完成時ともカラー写真とする。

着 工 前

工 事 中

サービス版

サービス版 工事写真の撮り方　建築編

サービス版

工事写真の撮り方　建築編

撮 影 箇 所規 格分 類 提出部数

１ 部

部１

部１工事写真の撮り方　建築編

監督員の指示によるキャビネ版
完 成 時

部

原議添付用 サービス版 着工前・完成時のダイジェスト版 １ 部

また、上記の写真はデジタル写真も可とし、その仕様等は監督員の指示による。

工 事 写 真

５ 概 成 工 期 (1.2.1)

６ 電 気 保 安 技 術 者 ・適用する　　※適用しない (1.3.3)

施 工 条 件７ (1.3.5)

(1.3.12)

・現場再利用発生材

(1.3.12)

室 名 使用部位 詳細(厚さ等) そ の 他

室 名 使用部位 詳細(厚さ等) そ の 他

工事期限より（　　）日前

　関連工事による施工時期の調整　　・有（内容：　　　　　　　　　　　　　　）　・無

　部位別施工順序　　　　　　　　　※指定しない　　　　・図示による

　工事用車両の駐車場所　　　　　　・有（図示による）　・無

　資機材置場所　　　　　　　　　　・有（図示による）　・無

　関係機関等との協議の未成立事項　・有（内容：　　　　　　　　　　　　　　）　・無

　関係機関等との協議結果　　　　　・有（内容：　　　　　　　　　　　　　　）　・無

　現場代理人　　　　　　　　　　　・兼務を認める　　　・兼務を認めない

　　　　　　　　　　　　　　　　　（常駐義務緩和の要件を満たす場合）

８ 施 工 中 の 安 全 確 保 ※「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定（平成９年建設省告示第1536号）」に基

　づき、指定された建設機械を使用する。 (1.3.7)

※「建設機械に関する技術指針（平成３年建設省通知第 247号）」に基づき、指定された排出

　ガス対策型建設機械を使用する。 (1.3.7)

９ 発 生 材 の 処 理 等 (1.3.12)

建 設 発 生 土

コンクリート塊

アスファルト塊

建設発生木材

種 類 再資源化等をする施設名・住所・搬出距離(km)

契約時の協議による

契約時の協議による

契約時の協議による

契約時の協議による

・特定建設資材廃棄物以外の発生材の処理 (1.3.12)

種 類

上記以外の発生材 契約時の協議による

処分施設の名称・住所・搬出距離(km)

・工事補足説明事項

・図示による

・引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　アスベスト含有建材　　・有　　・無

特別管理産業廃棄物　（　・有　　・無　）

工事実績情報サービス

(CORINS)へ の 登 録

・特定建設資材廃棄物の再資源化が必要な発生材

　　受入施設名　秋田県環境保全センター　【所在地 大仙市協和上淀川】

・飛散性アスベストの使用状況

・非飛散性アスベスト成形板の使用状況

ＰＣＢ含有製品の処理

　ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）含有機器　　・有　　・無

　　ない安全な容器に納め、所定の表示を行い、監督員の指示に基づき監督員に引き渡すこと。

　ＰＣＢ含有シーリング材　　・有　　・無　　・不明（含有分析検査を行う）

ＣＣＡ処理木材およびせっこうボード製品の処分について　　・該当　　・非該当

・ＣＣＡ処理木材

・ひ素混入石膏ボード

（小名浜吉野石膏㈱いわき工場　昭和48年３月～平成９年４月に製造）

・カドミウム含有石膏ボード

（日東石膏ボード㈱八戸工場　平成４年10月～平成９年４月に製造）

※管理型最終処分場で埋立処分すること

※管理型最終処分場で埋立処分すること

・秋田県環境保全センター

・秋田県環境保全センター

種　類 処分をする施設名

・

参考：廃石膏ボード現場分別解体マニュアル（案）（平成24年３月国土交通省）

　　有の場合は、ＰＣＢを含有する電気照明器具等の機器から当該部分を取り外し、漏洩の恐れの

※本工事で発生する建設廃棄物のうち、県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物については、秋田

　県産業廃棄物税が課税されるので適正に処理するものとする。

・秋田県建設副産物対策に係わる取扱い要領に基づき、工事着手前に再生資源利用計画書および再

　生資源利用促進計画書を、また工事完成時に同計画書の実施書を監督員に提出するものとする。

(1.3.12)

交 通 安 全 管 理10 関係機関との協議　　・必要（関係機関：　　　　　　　　　　　　　　　）　・必要なし (1.3.9)

交通誘導員　　・配置する（　・警備業法第18条に規定する特定の種別の警備業務　・任意）

　　　　　　　・配置しない

　特定の種別の警備業務は、警備員等の検定等に関する規則（平成17年国家公安委員会規則第

11 事 故 報 告

判明次第、指示する事故報告書により速やかに監督員に提出すること。 (1.3.10)

12 既 存 部 分 の 処 置 既存部分の養生　　・必要（養生部分：　　　　　　　　）　　・必要なし (1.3.13)

13 建 築 材 料 等 ※本工事に使用する材料は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、以下

　のいずれかに該当するものとする。

　２　エコマーク認定製品（(公財)日本環境協会）

　３　秋田県認定リサイクル製品

　４　建築材料・設備機材等品質性能評価事業建築材料等評価名簿（最新年版）（(一社)公共

　　　建築協会）（以下「評価名簿」という。）に記載の製品

　５　以下の①～⑥の事項を満たす材料製造業者等が製造した材料

　　③　安定的な供給が可能であること。

　　④　法令等で定める許可、認定又は免許を取得していること。

　　⑥　販売、保守等の営業体制が整えられていること。

　　　なお、５の材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明

　　となる資料又は、外部機関が発行する証明書の写し等を監督職員に提出して承諾を受ける

　　ものとする。

　　　また、商品名等が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品

　　を使用する場合は監督員の承諾を受けること。

14 化学物質を放散する

建 築 材 料 等

　建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、

次の(1)から(4)までを満たすものとする。

(1) 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクル

　　ボード、その他木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、

(3) 接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しな

　　い難揮発性の可塑剤を除く）が添付されていない材料を使用する。

(4) (1) の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒ

　設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは次

の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

　②　建築基準法施行令第20条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　③　建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　④　建築基準法施行令第20条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　20号）および秋田県公安委員会告示第 144号（平成18年10月６日）による。

工事施工中に事故、災害が発生した場合は、直ちに監督員に通報するとともに、事故の全容が

　１　ＪＩＳおよびＪＡＳマーク表示のある材料

　　①　品質および性能に関する試験データを整備していること。

　　②　生産施設および品質の管理を適切に行っていること。

　　⑤　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　仕上塗材は、アセトアルデヒドおよびスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料

　　で設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

(2) 接着剤および塗料は、トルエン、キシレンおよびエチルベンゼンの含有量が少ない材料を

　　使用する。

　　ド、アセドアルデヒドおよびスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用し

　　たものとするもの。

　①　建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第一種、第二種および第三種ホルムアルデ

　　　ヒド発散建築材料以外の材料

３

防

水

改

修

工

事

　　・実施する　（実施する部位：　　　　　　　　　　　　　　　）　　・実施しない

(1.6.5)仕上がり程度の判断ができる見本施工の実施見 本 施 工18

　事作業）　造園（・造園工事作業）

　路面標示施工（・溶融ペイントハンドマーカー工事作業　・加熱ペイントマシンマーカー工

　・吹付け硬質ウレタンフォーム断熱工事作業）　内装仕上げ施工（・カーテン工事作業）

　質系床仕上げ工事作業　・ボード仕上げ工事作業）　表装（・壁装作業）　熱絶縁施工（

　仕上げ施工（・プラスチック系床仕上げ工事作業　・カーペット系床仕上げ工事作業　・木

　テンウォール施工（・金属製カーテンウォール工事作業）　塗装（・建築塗装作業）　内装

　シ施工作業）　自動ドア施工（・自動ドア施工）　ガラス施工（・ガラス工事作業）　カー

　左官（・左官工事）　内装仕上げ施工（・鋼製下地工事作業）　サッシ施工（・ビル用サッ

　り（・タイル張り作業）　建築大工（・大工工事作業）　建築板金（・内外装材板金作業）

　トーチ工法防水工事作業　・ＦＲＰ防水工事作業）　石材施工（・石張り作業）　タイル張

　作業　・セメント系防水工事作業　・シーリング防水工事作業　・改質アスファルトシート

　ム系塗膜防水工事作業　・合成ゴム系シート防水工事作業　・塩化ビニル系シート防水工事

　水施工（・アスファルト防水工事作業　・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業　・アクリルゴ

　築（・コンクリートブロック工事作業）　ＡＬＣパネル施工(・ＡＬＣパネル工事作業)　防

　ト圧送工事作業）　型枠施工（・型枠工事作業）　鉄骨（・構造物鉄工作業）　ブロック建

　とび（・とび作業）　鉄筋施工（・鉄筋組立作業）　コンクリート圧送施工（・コンクリー

(1.6.2)※適用する　　適用職種（一級、単一等級の職種作業）　　・適用しない技 能 士17

(1.5.3)・既存部分の破壊を行った場合の補修方法は、図示による。

(1.5.2)

成 果 品調査方法調査範囲調査項目

施工数量調査施 工 調 査16

によるものとする。

建築改修工事標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、材料製造所の指定する工法特 別 な 材 料 の 工 法15

化学物質の濃度測定 　次の室の揮発性有機化合物等の室内濃度を測定し、厚生労働省の定める指針値以下であるこ

とを確認し、監督職員に報告すること。

※測定対象化合物質：ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン

測定数

室の床面積Ａ(㎡)

１ ２ ３ ４

Ａ≦50 50＜Ａ≦200 200＜Ａ≦500 500＜Ａ

　測定個所数　全　　　か所　（測定対象室は、監督員の指示による。）

　職員の指示による。

・測定方法：測定は、パッシブ型採取機器を用いる。採取機器および採取要領については監督

19

完 成 図 書 等

　添付書類は受注後の協議(引き渡し書類目録）による。

技 術 検 査 等

実施時期等

※段階確認　　※実施する　　・実施しない

※中間検査　　工事検査室と協議のうえ、決定する。20

(1.6.9)

(1.7.2)

(1.8.1)21

電 子 納 品 等 ※電子納品対象工事　　・電子納品対象外工事

　受注者は、次により電子納品を行うものとする。ただし、監督職員の承諾があった場合はこ

　(1) 完成図書は、「工事完成図書の電子納品等要領」（以下「要領」という。）に基づいて

　　　解釈に疑義がある場合は監督職員と協議の上、電子化の是非を決定するものとする。

　　　作成すること。特に記載の無い事項については、電子データを提出する義務はないが、

　(2) 電子データは、「要領」に示されたファイルフォーマットに基づいて作成すること。

　ＣＤ－Ｒ（監督職員提出用）提出部数：（　　　）部

の限りでない。

22

　契約事項による契約不適合責任期間満了前に契約不適合点検を行うので受注者は立ち会うこと。

設備工事との取合い

電気 機械 建築

●

● ●

●

● ●

●

施工範囲　　注）複数箇所に●印のあるものは、各工事を適用する。

梁・床・壁貫通部

壁埋込型器具類

種　　別 区 分

補 強

ス リ ー ブ

補 強

仮 枠

切 込、 補強

● ●

● ●

●

●電動シャッター・自動扉 開閉装置、二次配線・操作スイッチ

自動開閉装置

墨 出 し

●

● ●

二 次 配 管

●

軽量鉄骨壁の機器取付け用の補強、機器吊ボルト用インサート

※施工図

※適用する　　・適用しない

機械室電気室等の設備機器の基礎、機械室電気室等の設備ピッ

ト（蓋含む）、自立型制御盤の基礎、自立型アンテナの基礎、

床点検口、天井点検口、消火水槽用マンホール

　設備機器の位置、取合い等を検討できる総合図を提出し、監督職員の承諾を受けること。

契 約 不 適 合 点 検

天井理込型器具類下地

別途機器への接続

防火戸

23

24

仮 囲 い１２

仮

設

工

事

・設ける（位置、種類、延長等は図示）　　・設けない

外部足場

　・枠組足場　　　　（　※手すり先行工法　　・その他　）

　・くさび緊結式足場（　※手すり先行工法　　・その他　）

　・その他（　・移動式足場　・高所作業車　・　　　　　）

　※脚立、足場板等　・階段仕上足場　・棚足場　・移動式足場　・その他　

　　足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン（厚生労働省平成21年４月

　　策定）」により、設置については「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」

　　によるものとする。

防護シート

　※設ける(・シート　※ネット状シート　・遮音シート)　　・設けない

材料の運搬

　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種　　・Ｅ種

　・養生を行う　　※養生を行わない

　　養生の方法　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　保管場所　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４ 仮 設 間 仕 切 り 仮設間仕切り　　・設ける　　※設けない (2.3.2)

　※合板張り木製扉　　・アルミ製扉　　（詳細は図示）

５ (2.4.1)

６ 工事用水　　構内既存の施設　・利用できる（※有償　・無償）　・利用できない

工事用電力　構内既存の施設　・利用できる（※有償　・無償）　・利用できない

３ 既 存 部 分 の 養 生 既存部分の養生　　※ビニールシート等　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　） (2.3.1)

既存家具等の養生　※ビニールシート等　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

備品、机・ロッカー等の移動

　・行う（図示）　※行わない

既存ブラインド、カーテン等養生および保管場所

仮設扉　　　　　・設ける　　※設けない

　・Ａ種　　・Ｂ種　　※Ｃ種　  　　　（詳細は図示）

(2.2.1)

・設ける　　※設けない

　規模：・10㎡程度　・20㎡程度　・35㎡程度　・65㎡程度　・100㎡程度

　　　　・受注者事務所の中に監督員用スペース（　　　）㎡程度確保する。

　備品：※机、いす、書棚、黒板、ゴム長靴、雨合羽、保安帽、安全帯、冷暖房機器、

　　　　　その他監督職員の指示するもの。

縮小製本図

工事用水および電力

　・工事着手時に設計図を２つ折製本としてＡ２縮小版　　部、Ａ３縮小版　　部を提出する。

位置等　　監督職員が指定する位置に　　か所工 事 表 示 板 の 設 置

表示時期　工事着工時から完成時まで

表示板の形式

工 事 名 称

工 事 期 間

建 　築 　主

設 　計 　者

工 事監 理者

工 事監 督者

工 事施 工者

建　築　工　事　の　表　示

担当　○○　TEL000-000-0000○○ ○○ ○ ○○ ○ ○

構 造・ 規模

　注１　表示板は、風圧に耐えるよう配慮すること。

　　２　地色は、マンセル記号１ＧＹ７．５／８とし黒文字（角ゴシック）で表現する。

　　３　表示板の大きさ

　　　　※１号　 （横180㎝×縦 90㎝）　　　　・２号　 （横240㎝×縦120㎝）

　　　　・３号　 （横360㎝×縦180㎝）　　　　・その他　(横 90㎝×縦 45㎝)

(2.3.1)

※建設リサイクル法対象工事は、「届出（通知）済シール」を建設業許可標識に貼付すること。

７

イ メ ー ジ ア ッ プ

工 事 現 場 の ・行う　　※行わない

　建物のイメージがわかるようパース等を活用して表示する。

　（サイズ1,800×900　カラーコピーラミネート加工程度）

　　　　　　　　　・設けない（既存再利用）

降雨等に対する養生１ (3.1.3)

２ 既 存 防 水 層 の 処 理 (3.2.3)

　　　　　　　　　・行わない

(3.2.4)

　　　　　　　　　・行わない

改修用ドレン　　　・設ける（ＰＯＡＳ，ＰＯＡＳＩ，ＰＯＤ，ＰＯＤＩ，ＰＯＳ，ＰＯＳＩ，

　　　　　　　　　　　　　　ＰＯＸ工法の場合、主防水材製造所の仕様による）

(3.2.5)

　補修箇所の形状、長さ、数量等　　※図示による　　・　 (3.2.6)

既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去

架台回り等の処置　　※図示による　　・　

　・行う（・Ｍ４ＡＳ　・Ｍ４ＡＳＩ　・Ｍ４Ｃ　・Ｍ４ＤＩ　・Ｌ４Ｘ）

　・行わない

※改修標仕3.1.3(5)(ア)～(ウ)による　　・　

既存保護層の撤去　・行う（　範囲　・図示による　　・　　　　　　　　　　　　　）

既存防水層の撤去　・行う（　範囲　・図示による　　・　　　　　　　　　　　　　）

既存下地の補修および処置

既存保護層の補修および処置（ＰＯＳ工法およびＰＯＳＩ工法（機械的固定工法））

　・既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立ち上り部等の補修および処置

　　※改修標仕 3.2.6(4)(ウ)(g)①～③による　　・　

３ ア ス フ ァ ル ト 防 水

・P2A ・Ａ－１

・Ａ－３

工 法 種 別 施工箇所 断熱材 絶縁用シート 立上り部の保護

・P1B ・Ｂ－１

・Ｂ－３

・P2AI ・ＡⅠ－１

・ＡⅠ－３

・P1BI

・ＢⅠ－３

・T1BI

・ＢⅠ－１

・Ａ－２

・Ｂ－２

・ＡⅠ－２

・ＢⅠ－２

・25㎜　・50㎜

(材質)

(厚さ)

　スチレンフォーム断熱材３種

ｂＡ(スキン層付き)

※フラットヤーン

　クロス70g/㎡程度

・

※ポリエチレン

　フィルム

・

　厚さ0.15㎜以上

・コンクリート押え

・乾式保護材

　・JIS R 1250

　・　

屋根保護防水

(3.1.4)(3.3.2～5)

　　※アスファルトルーフィング類製造所の指定による　　・　

　コンクリートの仕上がりの平坦さ

　押え金物の材質および形状寸法

　　※図示　・アルミニウム製 Ｌ－30×15×2.0(㎜)　・　

　　種別　・ａ種　・ｂ種　・ｃ種　：改修標仕 表8.1.5による

　屋上排水溝　・適用する（図示）　・適用しない

(3.3.5)

(3.3.2)

※JIS A 9521による押出法ポリ

屋根露出防水工法

工 法 種 別 施工箇所 断熱材
仕上げ塗料

種類 使用量
備 考

・M4C ・Ｃ－１

・Ｃ－３

・Ｃ－４

・M3D

・POD

・Ｄ－１

・Ｄ－３

・Ｄ－４

・

・製造所

　による

・

・製造所

　による

・

・製造所

　による

・

・製造所

　による

・Ｃ－２

・Ｄ－２

　の仕様 　の仕様

　の仕様 　の仕様

　の仕様　の仕様

設けない・

設けない・

・設ける

・設ける

脱気装置

　による

・製造所

・

　による

・製造所

・

脱気装置

・設ける

設けない

・設ける

・設けない

・

改修標仕 3.3.2(9)

(種類)・　

　　　・　

　　　・　

(厚さ)・ 25mm

改修用ドレン

改修用ドレン

　脱気装置の種類および設置数量

　屋根露出防水絶縁断熱工法の断熱材

　　ルーフドレイン回りおよび立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

　　　・図示による　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

屋内防水

工 法 種 別 施工箇所

保護層

・設ける

・設けない

・P1E

・P2E

・Ｅ－１

・Ｅ－２

備　考

　・Ｅ－１の工程３を行う部位　（※貯水槽、浴槽等常時水に接する部位　・　　　　　）

　押え金物の材質および形状寸法

　　※図示　・アルミニウム製 Ｌ－30×15×2.0(㎜)　・　

　屋上排水溝　・適用する（図示）　・適用しない

４ 改 質 ア ス フ ァ ル ト

シ ー ト 防 水
工 法 種 別 施工箇所 断熱材

仕上げ塗料

使用量種類
備 考

・M4AS ・

・製造所

・

　の指定

脱気装置

・設ける

・設けない

・ＡＳ－Ｔ１

・ＡＳ－Ｔ２

・ＡＳ－Ｊ２ 　の仕様

　による 　による

3.4.2(3)(ウ)

改修標仕

(種類)・　

　　　・　

(厚さ)・ 25mm

　　　・ 50mm

改修用ドレン

・設ける

・設けない

防湿層

・設ける

設けない・

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ドレン

・設ける

・設けない

(3.1.4)(3.4.2､3)防水層の種別

防水層の種別

防水層の種別

防水層の種別

７ シ ー リ ン グ シーリング改修工法の種類

　・シーリング充填工法

　・シーリング再充填工法

　・拡幅シーリング再充填工法

　・ブリッジ工法 ： ボンドブレーカー張り　　・適用する　　・適用しない

　　　　　　　　 ： エッジング材張り　　　　・適用する　　・適用しない

シーリング材の種類、施工箇所

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

シーリング材の目地寸法

・Ｓ－Ｆ１

・Ｓ－Ｆ２

・Ｓ－Ｍ１

・Ｓ－Ｍ２

・Ｓ－Ｍ３

　改質アスファルトシートの種類および厚さ

　　※改修標仕 表 3.4.1 から表 3.4.3 による　　 ・　

　粘着層付改質アスファルトシートおよび部分粘着層付改質アスファルトシートの種類および厚さ

　　※改修標仕 表 3.4.1 から表 3.4.3 による　　 ・　

　　※アスファルトルーフィング類製造所の指定による　　・　

　屋根露出防水絶縁工法および屋根露出防水絶縁断熱工法の脱気装置の種類および設置数量

　押え金物の材質および形状寸法

　　※図示　・アルミニウム製 Ｌ－30×15×2.0(㎜)　・　

(3.4.2)

５ 合 成 高 分 子 系 ル ー

フィングシート防水

防水層の種別

備 考
仕上げ塗料

断熱材施工箇所種 別工 法
使用量種類

・POS

・S4S

・

・製造所

　による

・

　による

脱気装置

・設ける

・設けない

(3.1.4)(3.5.2～4)

・S3S ・Ｓ－Ｆ１

　の仕様 　の仕様

・M4S ・Ｓ－Ｍ１

・Ｓ－Ｍ２

・Ｓ－Ｍ３

脱気装置

・設ける

・ＳＩ－Ｆ１

・ＳＩ－Ｆ２

・POSI

・S3SI

・S4SI

・M4SI

・ＳＩ－Ｍ１

・ＳＩ－Ｍ２

・設けない

・Ｓ－Ｆ２

・ＰＣ下地

・

・ＰＣ下地

・

改修用ドレン

・設ける

・設けない

脱気装置

・設ける

・設けない

(種類)・　

　　　・　

(厚さ)・ 25mm

　　　・ 50mm

3.5.2(3)(エ)(b)

改修標仕

(種類)・　

　　　・　

(厚さ)・ 25mm

　　　・ 50mm

改修標仕

3.5.2(3)(エ)(a)

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ドレン

・設ける

・設けない

種別

保護層

塗り厚さ

屋内防水

防水層の種別

・床塗り工法

・下地モルタル塗り

平場のモルタル塗り

・
・Ｓ－Ｃ１

工法

※ 7㎜以下

・

立上り部の保護モルタル塗り厚さ
施工箇所

　・Ｓ－Ｍ２の場合で立上りが接着工法の場合

　　立上り面のシート厚さ 　※ 1.5mm　　・　

　・ＳＩ－Ｍ１およびＳＩ－Ｍ２の場合の防湿用フィルム　　・設置する　　・設置しない

　床塗りの場合の床の目地

　　目地割り　　※２㎡程度　最大目地間隔３ｍ程度　　・（　　　　　　　　　　　）

　　目地の種類　※押し目地　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

　ルーフィングシートの種類および厚さ

　　※改修標仕 表3.5.1から表3.5.3による　　・（　　　　　　　　　 　　　　　　）

　絶縁シートの材質

　　※発泡ポリエチレンシート　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　固定金具の材質および寸法形状

　　※厚さ 0.4㎜以上で防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板およびそれらの片面又は両面に樹

　　　脂を積層加工した鋼板

　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　脱気装置の種類および設置数量

　　※ルーフィングシート製造所の指定による　　・（　　　　　　　　　　　　　　）

　接着工法の目地処理　ＰＣ下地の場合　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　ＰＣコンクリート部材の入隅部の増張り（種別Ｓ－Ｆ１、ＳＩ－Ｆ１の場合）

　　・行う（・図示　　・　　　　　　　　）　　・行わない

　機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張り付け

　　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法　　・（　　　　　　　　　　　）

６ 塗 膜 防 水 (3.6.2、3)防水層の種別

工 法 種 別
仕上げ塗料

種類 使用量
備 考

・POX ・

・製造所

・ 脱気装置

・設ける

・設けない

・L4X 脱気装置

・設ける

・P1Y ※Ｙ－２

・

保護層

・設ける

・P2Y ※Ｙ－２

・

保護層

・設ける

・設けない

・設けない

・設けない

施工箇所

　による 　による

・

※Ｘ－１

※Ｘ－２

・

改修用ドレン

・設ける

・設けない

　の仕様　の仕様

ウレタンゴム系塗膜防水Ｘ－１(絶縁工法)の脱気装置の種類および設置数量

　※主材料製造所の指定による　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・PODI

・M3DI

・M4DI

・ＤⅠ－１

・ＤⅠ－２

　下表以外は、改修標仕 表3.7.1による

　※改修標仕 3.7.3(1)(ア)～(ウ)　　・（　　　　　　）

シーリング材の接着性試験

　・実施する　　※簡易接着性試験　　・引張接着性試験

　※実施しない　試験成績書により、監督職員の承諾を受けて省略

(3.7.2､3､7､8)

８ と い (3.8.2、3)といその他の材種

　・ステンレス鋼管（JIS G 4305）　　・ステンレス鋼管（雨樋用既製品）

　・配管用鋼管(SGP-白)　　・硬質塩化ビニル管(VP)　　・ルーフドレイン

ルーフドレンの材種その他

バルコニー中継用

バルコニー用

ろく屋根用（・縦型 ・横型）

・

・

・

・100mm以上

・ 50mm以上

・100mm以上

・ 50mm以上

・100mm以上

・ 50mm以上

種別 材種 張掛け幅

とい受金物および足金物

　材種および形状　※改修標仕表3.8.2により溶融亜鉛めっきを行ったもの

　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

多雪地域の軒どいの取付間隔　　・適用する　　・適用しない

防露材のホルムアルデヒド放散量　　※Ｆ☆☆☆☆　　　・（　　　　　　　　　　　）

たてどい受金物の取付け　　※図示　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

既存のといその他の撤去および降雨等に対する養生方法　　※図示　　・（　　　　　）

鋼管製といの防露巻　　※改修標準仕様書 表3.8.4による　　・（　　　　　　　　　）

ルーフドレンの取付け　　　※改修標準仕様書 表3.8.3(8)による　　・（　　　　　 ）

９ アルミニウム製笠木 種類　　・オープン形式（※図示　・押出 250形　・押出 300形　・押出 350形）

　　　　・板材折曲げ形（・オープン形式　・シール形式）

　　　　　　　　　　・行わない

下地補修の工法　　　※図示　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

板材折曲げ形笠木の取付方法　　※図示　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　※図示　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

10 施 工 票

8
5
m
m
程

度 仕　　　様

完成年月日

施　工　者

125mm程度

　　　　　本体幅（　　　）㎜　　板厚（※ 2.0㎜　・　　㎜）

(3.9.2､3)

表面処理　　種別（　　　　　　種）

建築基準法に基づき定まる風圧力および積雪荷重に対応した工法等

・屋根防水工事完了後、仕様、施工業者名、完成年月日を記載した施工票を監督職員の指示す

　る位置に取り付ける。

　　図面および特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様

　書（建築工事編）（平成31年版）」、「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（平成31年版）」および「建築物解体工事

　共通仕様書（平成31年版）」による。

　(1) 項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

　(2) 特記事項は、・印の付いたものを適用する。・印の付かない場合は、※印が付いたものを適用する。

　　・印と※印が付いた場合は、共に適用する。

　(3) 特記事項に記載の(　 )および<　 >内表示番号は、それぞれ公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）および公共建

　　築工事標準仕様書（建築工事編）の当該項目、当該図面又は当該表を示す。

　特記仕様書は、本特記仕様書の他、以下の・印のものを適用する。

　・建築工事特記仕様書　　・電気設備改修工事特記仕様書　　・機械設備改修工事特記仕様書

この表のほか監督職員が必要と認め、指示した箇所および部数とする。

　また、すべての測定個所においてホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン

およびスチレンの濃度を同時に測定する。

監 督 職 員 事 務 所

８

・れんが押え

(3.3.5)

(3.3.5)

・M3AS

・POAS

・ＡＳ－Ｔ３

・ＡＳ－Ｔ４

・ＡＳ－Ｊ１

・ＡＳ－Ｊ３

　(POAS工法のみ)

・M3ASI

・M4ASI

・POASI

・ＡＳⅠ-Ｔ１

・ＡＳⅠ-Ｊ１

※製造所

※製造所

※製造所

・（外壁）建物全周のサイディングの張り替え改修 

　施工時期・時間の制限　　　　　　※指定しない　　　　・（内容：図示による　　　　　）

※完成図面(竣工図・施工図)は２つ折製本としてＡ１版０部、Ａ３縮小版０部を提出する。

　　　　　　　　　　　　（　　３　人・日）

※引渡書類は、Ａ４クリアファイルに製本して２部提出すること。

建具廻り MS-2

秋田 市建 設 部建 築 課

秋田市長　穂　積　　志

秋田 市建 設 部建 築 課

(外注委託の場合に記入)

担当　○○　TEL018-888-5756

屋上防水浮き面積

外壁クラック等

目視・実測

目視・打診

目視・実測 施工管理図

調査図、一覧表

調査図、一覧表

アスベスト除去面積

　　　　　　　　　１．０

除去部分すべて

外壁面すべて

屋上防水面すべて

飯島南児童センター屋根および外壁改修工事

　　　　　　　　第一種低層住居専用地域

児童厚生施設

全棟

・（屋根）ホール・事務室棟鋼板屋根の塗装改修および遊戯室棟屋上の防水改修

１

１１

(遊戯室棟)

・屋上

・MOAS

１

４-１ １ ひび割れ部改修工法 ・樹脂注入工法 (4.1.4)(4.2.2)(4.3.4～6)

※自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂注入工法

・機械式エポキシ樹脂注入工法

工法の種類 ひび割れ幅(㎜) 注入口間隔(㎜)

・

・

・

・・

・

・0.2以上～1.0以下

　エポキシ樹脂　　・低粘度形　　・中粘度形

　

外

壁

改

修

工

事

　

（

コ

ン

ク

リ

ー

ト

打

放

し

仕

上

げ

外

壁

改

修

）

・

※200～300

　　抜取り個数　　※長さ 500ｍごと及びその端数につき１個　　・（　　　　　　　）

　　抜取り部の補修方法　　※図示　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　注入状況の確認方法　・コアの抜取りを行う　　・行わない

注入量(mL/m)

・Ｕカットシール材充填工法

　・シーリング材

　　充填材料　　※１成分形又は２成分形ポリウレタン系　　・（　　　　　　　　　）

　　ポリマーセメントモルタルの充填　　・行う　　・行わない

・シール工法

　・パテ状エポキシ樹脂

　・可とう性エポキシ樹脂

２ 欠 損 部 改 修 工 法 ※充填工法 (4.1.4)(4.2.2)(4.3.7)

　・エポキシ樹脂モルタル　　・ポリマーセメントモルタル　　・　

４-２ １ ひび割れ部改修工法 ・樹脂注入工法 (4.1.4)(4.2.2)(4.4.5～7)

工法の種類 ひび割れ幅(㎜) 注入口間隔(㎜)

※自動式低圧エポキシ樹脂注入工法
・0.2以上～1.0以下

・ ・

・

・

・・・・手動式エポキシ樹脂注入工法

・機械式エポキシ樹脂注入工法

　エポキシ樹脂　　・低粘度形　　・中粘度形

・Ｕカットシール材充填工法

　・シーリング材

　　充填材料　　※１成分形又は２成分形ポリウレタン系　　・（　　　　　　　　　）

　　ポリマーセメントモルタルの充填　　・行う　　・行わない

　・可とう性エポキシ樹脂

・シール工法

　・パテ状エポキシ樹脂

　・可とう性エポキシ樹脂

２ 欠 損 部 改 修 工 法 ・充填工法

　・エポキシ樹脂モルタル　　・ポリマーセメントモルタル

・モルタル塗換え工法

　既製目地材　　・使用する（形状　　　　）　　・使用しない

　仕上厚又は全塗厚が25㎜を超える場合の処置　　※図示　　・（　　　　　　　　　）

　

外

壁

改

修

工

事

（

モ

ル

タ

ル

塗

り

仕

上

げ

外

壁

改

修

）

※200～300

注入量(mlL/m)

　　注入状況の確認方法　・コアの抜取りを行う　　・行わない

　　抜取り個数　　※長さ 500ｍごと及びその端数につき１個　　・（　　　　　　　）

　　抜取り部の補修方法　　※図示　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(4.1.4)(4.2.2)(4.4.8)

(4.1.4)(4.2.2)(4.4.9)

３ 浮 き 部 改 修 工 法 (4.1.4)(4.2.2)(4.4.10～15)

指定部

・モルタル塗替え工法

・充填工法

・注入口付アンカーピンニング

　全面ポリマーセメントスラリー注入工法

　全面エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング

・注入口付アンカーピンニング

　部分エポキシ樹脂注入工法

　全面ポリマーセメントスラリー注入工法

・アンカーピンニング

　全面エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

　部分エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

工 法

アンカーピン

の本数(本/㎡)

一般部 指定部 一般部

(箇所/㎡)

注入口の箇所数

－－
※ 25

・　 

※ 16

・　 

※ 13

・　 

※ 20

・　 

※ 12

・　 

※ 20

・　 

※ 20

・　 

※ 12

・　 

※ 20

・　 

※ 13

・　 

※  9

・　 ・　 

※ 16
－ －

※  9

・　 

※ 16

・　 

※  9

・　 

※ 16

・　 

※ 16

・　 

※  9

・　 

※ 16

・　 

※  9

・　 

－－－－

－ － － －

アンカーピン

　既製目地材　　・使用する（形状　　　　）　　・使用しない

　仕上厚又は全塗厚が25㎜を超える場合の処置　　※図示　　・（　　　　　　　　　）

・　 

注入量

(mL/孔)

※ 25

・　 

※ 50

・　 

※ 25

・　 

※ 50

・　 

－

－

※ 25

※ 25

・　 

注入口付アンカーピン

　※ステンレス鋼（SUS403）呼び径 4㎜の丸棒で全ネジ切り加工をしたもの　・　

　※ステンレス鋼（SUS403）呼び径外径6㎜程度　　・　　

充填工法　　・エポキシ樹脂モルタル　　・ポリマーセメントモルタル

モルタル塗換え工法 (4.2.2)(4.4.9)

　材料　　　　　・現場調合材料　　・既調合材料（　　　　　　　　　）

秋田市飯島西袋二丁目22番1号

８３４．７５㎡

平家建

３２６．２７㎡

３１７．９９㎡

木造一部鉄骨造

木造一部鉄骨造

飯島南児童センター屋根および外壁改修工事

令和○年○○月○○日　～　令和○年○○月○○日

ステンレス製

足場解体前他

課 長
縮 尺

設計年月日 年 度 区分

枚ノ内

図
面
番
号

特 記

設 計副参事副参事

件 名 種 別

秋 田 市 建 設 部 建 築 課
飯島南児童センター屋根および外壁改修工事

R02

建築改修工事特記仕様書Ⅰ

R02.06

７ １

Ａ



性能等級

建 築 改 修 工 事 特 記 仕 様 書 Ⅱ
章 項 目 特 記 事 項 章 項 目 特 記 事 項 章 項 目 特 記 事 項 章 項 目 特 記 事 項

章 項 目 特 記 事 項

　

外

壁

改

修

工

事

（

タ

イ

ル

張

り

仕

上

げ

外

壁

改

修

）

　　　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

　　　・ポリマーセメント

　　接着剤の種類

・タイル部分張替え工法２ 欠 損 部 改 修 工 法

　・可とう性エポキシ樹脂

　　ポリマーセメントモルタルの充填　　・行う　　・行わない

　　充填材料　　※１成分形又は２成分形ポリウレタン系　　・（　　　　　　　　　）

　・シーリング材

・Ｕカットシール材充填工法

　　抜取り部の補方法　　※図示　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・

・

・・

・

・機械式エポキシ樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂注入工法 ・

・

・0.2以上～1.0以下

注入量(ml/m)注入口間隔(㎜)ひび割れ幅(㎜)工法の種類

※自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

(4.1.4)(4.2.2)(4.4.5、6)・樹脂注入工法ひび割れ部改修工法１４-３

(4.1.4)(4.2.2)(4.5.7､8)

・タイル張替え工法

　　張替え用材料

　　　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

　　　・貼付けモルタル（・現場調合材料　・既製調合モルタル）

　　　・　

　　伸縮調整目地およびひび割れ誘発目地位置

　　　※改修標仕 表 4.5.1 による　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　タイル張り下地等の下地モルタルの接着力試験　　・行う　　・行わない

　　　タイル張りの工法

　　・セメントモルタルによるタイル張り

　　　下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

　　　　・目荒し工法（改修標仕 4.4.9(3)による）　　・　

　　　　外装タイル　　（・密着張り　　・改良積上げ張り　　・改良圧着張り）

　　　　ユニットタイル（・マスク張り　　・モザイクタイル張り）

　　・有機系接着剤によるタイル張り

　　　モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

　　　　・目荒し工法（改修標仕 4.4.9(3)による）　　・　

　　　シーリング材の種類

　　　　打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　　※ポリウレタン系　　　・　

　　　　伸縮調整目地その他の目地　　　　※変成シリコーン系　　・　

３ 浮 き 部 改 修 工 法

指定部

・注入口付アンカーピンニング

　全面ポリマーセメントスラリー注入工法

　全面エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング

・注入口付アンカーピンニング

　部分エポキシ樹脂注入工法

　全面ポリマーセメントスラリー注入工法

・アンカーピンニング

　全面エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

　部分エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

工 法

アンカーピン

の本数(本/㎡)

一般部 指定部 一般部

(箇所/㎡)

注入口の箇所数

－－
※ 25

・　 

※ 16

・　 

※ 13

・　 

※ 20

・　 

※ 12

・　 

※ 20

・　 

※ 20

・　 

※ 12

・　 

※ 20

・　 

※ 13

・　 

※  9

・　 ・　 

※ 16
－ －

※  9

・　 

※ 16

・　 

※  9

・　 

※ 16

・　 

※ 16

・　 

※  9

・　 

※ 16

・　 

※  9

・　 

(4.1.4)(4.2.2)(4.5.9～15)

－－－－

－ － － －

　※ステンレス鋼（SUS403）呼び径 4㎜の丸棒で全ネジ切り加工をしたもの

注入口付アンカーピン

アンカーピン

　・

・注入口付アンカーピンニング

　エポキシ樹脂注入タイル固定工法

注入量

※ 25

・　 

※ 50

・　 

※ 25

・　 

※ 50

・　 

※ 25

・　 

※ 25

・　 

－

－

・　 

(mL/箇所)

※ 25・　 ・　 
－ －

・タイル部分張替え工法

・タイル張替え工法

　※ステンレス鋼（SUS403）呼び径外径6㎜　　・　　

　　　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

　　　・ポリマーセメント

　　接着剤の種類

・タイル部分張替え工法

・タイル張替え工法

　　張替え用材料

　　　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

　　　・貼付けモルタル（・現場調合材料　・既製調合モルタル）

　　伸縮調整目地およびひび割れ誘発目地位置

　　　※改修標仕 表 4.5.1 による　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　タイル張り下地等の下地モルタルの接着力試験　　・行う　　・行わない

　　　タイル張りの工法

　　・セメントモルタルによるタイル張り

　　　下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

　　　　・目荒し工法（改修標仕 4.4.9(3)による）　　・　

　　　　外装タイル　　（・密着張り　　・改良積上げ張り　　・改良圧着張り）

　　　　ユニットタイル（・マスク張り　　・モザイクタイル張り）

　　・有機系接着剤によるタイル張り

　　　モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

　　　　・目荒し工法（改修標仕 4.4.9(3)による）　　・　

　　　シーリング材の種類

　　　　打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　　※ポリウレタン系　　　・　

　　　　伸縮調整目地その他の目地　　　　※変成シリコーン系　　・　

目 地 改 修 工 法 ・目地ひび割れ部改修工法 (4.1.4)(4.5.16)

・伸縮調整目地改修工法

(4.2.2)タイルの形状、寸法

４

５

　　位置および寸法　　・図示　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

タイルの形状、寸法、種類

形状寸法 吸水率のよる区分 うわぐすり 役物 色 耐凍害性
施工箇所 耐滑り性

（mm） Ⅰ類Ⅱ類Ⅲ類施釉無釉 有 無 標準注文 有 無

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

　役物：標準的な曲がりの役物は一体成形とする。

備考

タイルの試験張り　　※行わない　　・行う

タイルの見本焼き　　※行わない　　・行う

４-４　

外

壁

改

修

工

事

（

塗

り

仕

上

げ

外

壁

等

改

修

）

(4.6.3)

工 法 処理範囲 下地面の補修

既 存 塗 膜 等 の 除 去

お よ び 下 地 調 整

下 地 処 理

１

・浮き部改修工法

・既存仕上げ面全体

※図示

・既存仕上げ面全体

※図示

・既存仕上げ面全体

※図示

※図示

・ひび割れ部改修工法

・欠損部改修工法

※サンダー工法

・高圧水洗工法

・塗膜はく離剤工法

・水洗い工法

・サンダー工法、高圧水洗工法、塗膜はく離剤

　工法の処理範囲以外の既存仕上げ面全体

３ 中 性 化 防 止 工 法

下 地 調 整 剤２ ※下地調整塗材　　・ポリマーセメントモルタル

　・改修工事範囲について、アルカリ性付与剤塗布を行う

　・改修工事範囲について、アルカリ性付与剤塗布および防錆セメントしごきを行う

・中性化防止工法は行わない

※中性化防止工法の仕様および範囲は図示による

仕 上 塗 材 仕 上 げ 建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

　※Ｆ☆☆☆☆　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(4.1.5)(4.2.2)(4.6.5)

新規仕上塗材の種類

種 類 呼び名 防火材料 仕上げの形状及び工法等

・外装薄塗材Ｓi

・可とう形外装薄塗材Ｓi

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・防水形外装薄塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｓ

・

・

・

・

・

・

・砂壁状

・ゆず肌状（・吹付け・ローラー塗り）

・さざ波状

・平たん状

・凸凹状（・吹付け・こて塗り）

・着色骨材砂壁状（・吹付け・こて塗り）

・外装厚塗材Ｃ

・外装厚塗材Ｓi

・外装厚塗材Ｅ

・

・

・

・吹放し　・凸部処理　・平たん状

・凸凹状　・ひき起こし　・かき落とし

上塗材　・適用する　・適用しない

・複層塗材ＣＥ

・複層塗材Ｓi

・複層塗材Ｅ

・複層塗材ＲＥ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材ＣＥ

※防水形複層塗材Ｅ

・防水形複層塗材ＲＥ

・

・

・

・

・

・

・

・

上塗材

　外観　※つやあり　・つやなし

　　　　・メタリック

　色彩　※１色　・２色　・３色

４

・外装薄塗材Ｅ

・可とう形改修塗材Ｅ

・可とう形改修塗材ＲＥ

・可とう形改修塗材ＣＥ

・

・

・

・平たん状　・さざ波状　・ゆず肌状

上塗材

　溶媒　※水系　・溶剤形　・弱溶剤形

　外観　※つやあり　・つやなし

　　　　・メタリック

　色彩　※１色　・２色　・３色

・ゆず肌状　・凸部処理　・凹凸状

耐候性　※耐候形３種　・（　　　　　）

　溶媒　※水系　・溶剤系　・弱溶剤系

　樹脂　※アクリル系　・シリコン系

耐候性　※耐候形３種　・（　　　　　）

　樹脂　※アクリル系　・シリコン系

マスチック塗材塗り 種別　　・Ａ種　　・Ｂ種 (4.1.5)(4.7.2)

外壁用塗膜防水材塗り 外壁用塗膜防水塗り (4.1.5)(4.2.2)(4.8.2)

　仕上げの形状（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　工法　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　外壁用仕上塗材の耐候性　※JIS A 6909の耐候性１種相当　　・　

　下地挙動緩衝材の適用　　・適用する　　　　・適用しない

　吹付工法の模様材の種類　・　

　外壁用仕上塗材の種類　　・　

　　　　　　　　　　　　　　所要量　　　　　　kg/㎡

　　　　　　　　　　　　　　所要量　　　　　　kg/㎡

５

６

改 修 工 法１ ・かぶせ工法　　・撤去工法 (5.1.3)

新規に建具を設ける場合

２ 防 火 戸 ・適用する　適用箇所（・建具表による　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　） (5.1.4)

・適用しない

５

建

具

改

修

工

事

　新規建具周囲の補修方法および範囲　　※図示　　・（　　　　　　　　　　　　　　）

　壁部分の開口の開け方　　　※図示　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ヒューズ装置、熱感知器又は煙感知器との連動

・連動させる（・建具表による　　・　　　　　　　）　・連動させない

見 本 の 製 作 等３ 建具見本の製作　　　・行う（建具符号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） (5.1.5)

　　　　　　　　　　・行わない

建具見本の程度　　　・工事に使用するものとして、あらかじめ製作する

　　　　　　　　　　・納まり等が分かる程度のもの

特殊な建具の仮組　　・行う（建具符号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　・行わない

４ 防 犯 建 物 部 品 (5.1.7)

・適用しない

５ アルミニウム製建具 (5.2.2～5)

・適用する　適用箇所（・建具表による　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

性能等級

　外部に面する建具

　　・Ａ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　　　　）

　　・Ｂ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　　　　）

　　・Ｃ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　　　　）

　枠の見込み寸法　　・建具表による　　　

防音ドア　・防音サッシ　　遮音性の等級（・　　　　　　）

断熱ドア　・断熱サッシ　　断熱性の等級（・　　　　　　）

耐震ドア　　面内変形追随性の等級（・　　　　　　　　　）

表面処理

　外部に面する建具　　・ＢＢ－１種　　・ＢＢ－２種　　・　

　　　　　　　　　　　　着色（・アンバー　・ブロンズ　・ブラック系　・ステンカラー）

　屋内の建具　　　　　・ＢＣ－１種　　・ＢＣ－２種　　

　　　　　　　　　　　　着色（・アンバー　・ブロンズ　・ブラック系　・ステンカラー）

結露水の処理方法　　・図示　　・　　

水切り板、ぜん板　　・図示　　・　　

ステンレス鋼板　　　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　・　

網戸等

防虫網

材種 編目

※合成樹脂製

・ガラス繊維入り合成樹脂製

・ステンレス(SUS316)製

線径

※0.25mm以上

・

※16～18メッシュ

・

６ 樹 脂 製 建 具

　外部に面する建具

　　・Ａ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　　　　）

　　・Ｂ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　　　　）

　　・Ｃ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　　　　）

　枠の見込み寸法　　・建具表による　　　

(5.2.2)(5.3.2～5)

断熱ドア　・断熱サッシ　　断熱性の等級（・Ｈ－４　・Ｈ－５　・Ｈ－６　・　　　　）

防音ドア　・防音サッシ　　遮音性の等級（・Ｔ－１　・Ｔ－２　・　　　　　　　　　）

ガラス　            ※複層ガラス　・　

水切り板、ぜん板　　・図示　　　　・　

表面色            　※標準色　　　・特注色

鋼 製 建 具７

薄付け

仕上塗材

厚付け

仕上塗材

複層

仕上塗材

可とう形

改修用

仕上塗材

簡易気密型ドアセット　・適用しない

　　　　　　　　　　　・適用する（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　）

　　・Ｓ－４（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

　　・Ｓ－５（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

　　・Ｓ－６（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

防音ドア　・防音サッシ　　遮音性の等級（・　　　　　　）

断熱ドア　・断熱サッシ　　断熱性の等級（・　　　　　　）

耐震ドア　　面内変形追随性の等級（・　　　　　　　　　）

ステンレス鋼板　　　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　・　

８ 鋼 製 軽 量 建 具

　外部に面する建具の耐風圧性

鋼板の種類　　・亜鉛めっき鋼板　　・ビニル被覆鋼板

　　　　　　　・カラー鋼板　　　　・ステンレス鋼板

鋼板の厚さ　　※改修標仕　表 5.5.1 による　 ・（　　　mm）

ステンレス鋼板　　　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　・　

召合せ、縦小口包み板等の材質　　※鋼板　　・（　　　　　　　　　　　　）

防音ドア　・防音サッシ　　遮音性の等級（・　　　　　　　）

断熱ドア　・断熱サッシ　　断熱性の等級（・　　　　　　　）

耐震ドア　　面内変形追随性の等級（・　　　　　　　　　　）

ス テ ン レ ス 製 建 具９ (5.2.2)(5.4.2)(5.6.2～5)簡易気密型ドアセット　・適用しない

　外部に面する建具の耐風圧性

　　・Ｓ－４（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

　　・Ｓ－５（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

　　・Ｓ－６（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

　防音ドア　・防音サッシ　　遮音性の等級（・　　　　　　　）

　断熱ドア　・断熱サッシ　　断熱性の等級（・　　　　　　　）

　耐震ドア　　面内変形追随性の等級（・　　　　　　　　　　）

ステンレス鋼板　　　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　・　

表面の仕上　　　※ＨＬ仕上げ　　・鏡面仕上げ　　・アクリル樹脂エナメル焼付け

鋼板の曲げ加工　※普通曲げ　　　・角出し曲げ

　　　　　　　　　　　・適用する（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　）

簡易気密型ドアセット　・適用しない

　　　　　　　　　　　・適用する（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　）

オーバーヘッドドア

建 具 金 物 (5.7.1～4)金物の種類および見掛り部の材質等　　　※改修標仕 表5.7.1による　・　

金属製建具用丁番の枚数および大きさ　　※改修標仕 表5.7.2による　・　

樹脂製建具用丁番の枚数および大きさ　　※改修標仕 表5.7.3による　・　

握り玉およびレバーハンドル、押板類、クレセント等の取付け位置　　・建具表による　・　

鍵　　マスターキー　　※製作する（ ３ 本）製作範囲は監督職員の指示による

　　　　　　　　　　　・既存のマスターキーに合わせる

　　　　　　　　　　　・製作しない

　　　その他の鍵　　　※各室３本１組　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　鍵箱　　　　　　※有　　・無

自 動 ド ア 開 閉 装 置 引き戸用駆動装置

　性能値　※改修標仕 表5.8.1による　・　

多機能トイレ出入口引き戸用駆動装置

　性能値　※改修標仕 表5.8.2による　・　

引き戸用検出装置

　性能値　※改修標仕 表5.8.3による　・　

戸の開閉方式　※建具表による　　　　・（　　　　　　　　　　 　　　　　　　）

引き戸用検出装置の種類   ※改修標仕 表5.8.4による　・　

凍結防止措置　・適用する（適用箇所は建具表による） ・適用しない

(5.8.2､3)11

10

木 製 建 具

表面材の合板および接着剤のホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　　・第三種

建具材の含水率　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

ふすま　　　張りの種別　　・Ⅰ型　　・Ⅱ型

戸ふすま 　 見込み寸法　　・建具表による　　※30mm

紙張り障子　見込み寸法　　・建具表による　　※30mm

かまち戸　　かまち樹種（　　　　　　）　鏡板樹種（　　　　　　）

　　　　　　見込み寸法　　・建具表による　　※36mm 　

　　　　　　上張り（押入れ等の裏側以外）　・鳥の子　・新鳥の子程度又はビニル紙程度

　　　　　　縁仕上げ　・塗り縁　・生地縁（素地）　・生地縁（ウレタンクリアー塗装）

　　　　　　見込み寸法　　・建具表による　　※19.5mm

枠およびくつずりの材料　　・建具表による　

フラッシュ戸　　※図示による　　・下表による

天然木化粧合板

特殊加工化粧合板

普通合板

合板の種類

　生地、透明塗料塗り（※ラワン合板程度　・　　　　　　　　）

　不透明塗料塗り  　（※しな合板程度　　・　　　　　　　　）

規格等

表面の樹種

化粧加工の方法（・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ　・ﾌﾟﾘﾝﾄ　・塗装）

※ 2.5以上　　・　

※ 3.2以上　　・　

※ 2.4以上　　・　

表面材の厚さ(㎜)

12

樹種（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

自閉式上吊引戸装置 性能　※改修標仕 表5.9.1による (5.9.3)

重 量 シ ャ ッ タ ー

　※図示による

　　　　・屋内用防火シャッター

　　　　・防煙シャッター

　　　　・外壁用防火シャッター　　耐風圧強度（　　　　　　）N/㎡

種類　　・管理用シャッター　　　　耐風圧強度（　　　　　　）N/㎡

二重チェーン、急降下制動装置、急降下停止装置を設けた電動シャッターの設置箇所

障害物感知装置を設けた電動シャッターの設置箇所　※図示による

シャッターケース(防火、防煙以外の場合)　　・設ける　　・設けない

スラットおよびシャッターケース用鋼板の材質

　鋼板の種類　　　・溶融亜鉛めっき鋼板および鋼帯(JIS G 3302)

　　　　　　　　　・塗装溶融亜鉛めっき鋼板および鋼帯(JIS G 3312)

　めっきの付着量　※Z12又はF12　・（　　　　　　　　　　　　　）　

(5.10.2、3)

開閉方式による種類　　　※上部電動式(手動併用)　　　・上部手動式

屋内用防火シャッターもしくは防煙シャッターの危害防止機構　設置箇所　※図示による

軽 量 シ ャ ッ タ ー 開閉形式　　※手動式　　・上部電動式(手動併用式)

耐風圧強度（　　　　　　）N/㎡

15

13

14

(5.11.2～4)

　・塗装溶融亜鉛めっき鋼板および鋼帯(JIS G 3312)

　　めっきの付着量　※Z06又はF06  ・（　　　　）

　・塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板および鋼帯(JIS G 3322)

　　めっきの付着量　※AZ90  

スラット形状　　・インターロッキング形　　・オーバーラッピング形

障害物感知装置を設けた電動シャッターの設置箇所　※図示による

スラットの材質

16

セクション材料による区分

※スチールタイプ

・アルミニウムタイプ

・ファイバーグラスタイプ

ガイドレール収納形式開閉機能耐風圧区分

・125

・100

・ 75

・ 50

※バランス式

・チェーン式

・電動式

・ローヘッド形

・スタンダード形

・ハイリフト形

・バーチカル形

※溶融亜鉛めっき鋼板

・ステンレス鋼板

　　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1

　　・　

(5.12.2､3)

ガ ラ ス 板ガラス　品種、厚さによる種類等　　※図示による

　　　　　　断熱性による区分　　　　　　　　　・（　　　　　　）

複層ガラス　材料板ガラスの種類および厚さの組合せ並びに複層ガラスの厚さ　※図示による

　　　　　　日射取得性、日射遮蔽性による区分　・（　　　　　　）　

　　　　　　乾燥気体の種類　　　　　　　　　　・空気　　・アルゴン　　・　

※防火戸のガラスの留め材は、建築基準法に基づく指定又は認定を受けた条件による。

樹脂製建具

アルミニウム製建具

鋼製建具

鋼製軽量建具

ステンレス製建具

・ガスケット

・グレイチングチャンネル形

・シーリング材

・シーリング材

・シーリング材

・

・

・

・

ガラスの溝の大きさガラスの留め材建具の種類

※建具の製造所の仕様による

・図示による

・

・図示による

・

※建具の製造所の仕様による

・図示による

・

※建具の製造所の仕様による

ガラスの留め材および溝の大きさ

17 (5.13.2～4)

ガ ラ ス ブ ロ ッ ク (5.13.5)

表面

形状
呼び寸法(㎜)厚さ(㎜)

色調

クリア 乳白 平積み 曲面積み

目地幅(㎜)

正方形 ・125×125

・160×160

・200×200

・320×320

長方形

　 80

・ 95

・125

・ 95

・125

　 95

　 80

　 95

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ※ 8～15

・15～25

・

外側

※15以下

・

内側

※ 6以上

・

18

伸縮調整目地(mm）

※ 6ｍ以下ごとに

　幅10～25

・図示

・

・250×125

・320×160

壁用金属枠および補強材　　形状　※図示

力骨　　材質　　※ステンレス鋼（SUS304）　　・　

　　　　寸法　　※径 5.5㎜　　・　

　　　　形状　　※はしご形状複筋および単筋　・　

化粧目地モルタルの色（　　　　　　　　　　　）

金属製化粧カバー　　材質　　・ステンレス製　　・アルミニウム製

　　　　　　　　　　寸法　　・図示　　・　

　　　　　　　　　　形状　　・図示　　・　

工法　　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法（　　　　　　　　　　　　）

目地部の横力骨の納まり

　　※ガラスブロック製造所の仕様による　　・図示　　・　

改 修 範 囲１ (6.1.3)

　※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　　・図示

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

　※壁面より両側 600mm程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　　・図示

　※既存のまま　　・図示

２ 既 存 床 の 撤 去

並 び に 下 地 補 修

ビニル床シート等の除去

３ 既 存 壁 の 撤 去

並 び に 下 地 補 修

間仕切り壁撤去に伴う他の構造体の補修 (6.3.2)

改修後の床の清掃範囲

　・当該室全体　　　　・図示の範囲

合成樹脂塗床の除去方法

　・機械的除去工法　　・目荒し工法

　※仕上げ材のみ（接着剤とも）・下地モルタルとも（・図示の範囲　・撤去範囲全て）

６

内

装

改

修

工

事

既存間仕切り壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁および床の改修範囲

既存天井の撤去に伴う取り合い部の壁面の改修

(6.2.2)

　（塗り厚　25㎜を超える場合の補強　・行う　・行わない）

　※改修標仕 4.4.9によるモルタル塗り　　・図示

内部造作材

４ (6.5.1)木下地等の表面仕上げ

種 別

・ Ｃ種（サンダー掛け仕上げ）

機械加工

手加工 ・ Ｈ－Ａ種

・ Ｂ種（自動機械かんな掛け仕上げ）

施工箇所

・ Ｈ－Ｂ種

・ Ｈ－Ｃ種 下地材

・ Ａ種（超自動機械かんな掛け仕上げ）

５ ※木材は、原則として県産材を使用する。製 材 (6.5.2)

・ＪＡＳ規格品

・下地用

　針葉樹製材 ・

・図示による ※２級

・

　小節以上(それ以外)

※上小節　(見掛り)

※Ａ種(15％以下)

種 別 樹種・寸法・形状 等級 含水率 適用箇所 保存処理

・造作用

　針葉樹製材(角材)

・広葉樹製材 ・図示による

・

・図示による

・

※１等

・

・

・

※10％以下

・
　針葉樹製材(板材)

・造作用

・

・図示による ※Ａ種(15％以下)

・Ｂ種(20％以下)

・Ｂ種(18％以下)

※Ａ種(15％以下)

・Ｂ種(20％以下)

※Ａ種(15％以下)

・Ｂ種(18％以下)

・仕上げ材

・下地材

・造作材

含水率 適用箇所

・ＪＡＳ規格品以外

材面の品質

・

※Ａ種

・Ｂ種

・適用する

・適用しない

防虫処理種 別 樹　種

・化粧ばり

　造作用集成材

・化粧ばり

種 別 樹種・寸法

・造作用集成材

見付け材面数 見付け材面の品質 適用箇所化粧薄板の厚さ

・図示による

・

※１等

・

※１等

・

　構造用集成柱

・ＪＡＳ規格品

・化粧ばり

　造作用集成材

・化粧ばり

種 別 樹種・寸法

・造作用集成材

適用箇所

・図示による

・

　構造用集成柱

・ＪＡＳ規格品以外

含水率

※15％以下

※15％以下

・

※15％以下

・

・

見付け材面の品質 化粧薄板の厚さ

６ 造 作 用 集 成 材

７ 造 作 用 単 板 積 層 材

防虫処理

・適用する

・適用しない
・なし（等級：　　　　）

・有り
　　　　・天然木化粧加工

　　　　・塗装加工

表面の化粧加工厚 さ

・ＪＡＳ規格品

適用箇所

含水率 適用箇所防虫処理

・適用する

・適用しない
・なし（等級：　　　　）

・有り
　　　　・天然木化粧加工

　　　　・塗装加工

表面の化粧加工厚 さ

※14％以下

・

・ＪＡＳ規格品以外

・　　　

・適用する

・適用しない

適用箇所防虫処理厚 さ 接着の程度

※１類

・

板面の品質

等級

・普通合板

・

※ 5.5㎜

単板の樹種名

・針葉樹

（※C－D以上　・　　　　　　）

（※２等以上　・　　　　　　）

・構造用合板

・広葉樹

※２級

　以上

・

厚さ 単板の樹種名 接着の程度 防虫処理板面の品質 強度等級 適用箇所

※12.0㎜

・

※１類

・

※C－D以上

・

・適用する

・適用しない

・適用する

（　　　　）

・適用しない

によ る 区分

表裏面の状態

に よる 区 分
厚 さ 適用箇所

※15.0㎜※Ｐ又はＭ

曲 げ 強 さ

・パーティクルボード

厚 さ 適用箇所等 級

・構造用パネル

耐 水 性 に

よ る 区 分

難 燃 性 に

よ る 区 分

※　13

・　　 ・　　　　

８ 床 張 り 用 合 板 等 ホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　　・　

ホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　　・　

ホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　　・　

適用箇所

・ＭＤＦ

厚 さ
曲げ強さ

による区分

表裏面の状態

による区分

接着剤に

よる区分

難燃性に

よる区分

９ 接 着 剤 ホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　　・　 (6.5.3､4)(6.8.2)(6.9.3)(6.11.4,5)

10 防 腐 、 防 蟻 処 理 ・防腐、防蟻処理が不要な樹種による製材

　　適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(6.5.5)

適用部位 保存処理性能区分

・Ｋ２　　・Ｋ３　　・Ｋ４

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

処理の方法 薬剤の種類適用部位

※改修標仕 6.5.5 (1)(b)(②)ア～エによる

※改修標仕 6.5.5 (1)(b)(②)ア～エによる

・

・

※JIS K 1571に適合又は同等品

・

※JIS K 1571に適合又は同等品

・

・薬剤の塗布による防腐、防蟻処理

・薬剤の接着剤への混入による防腐、防蟻処理

　　適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

軽 量 鉄 骨 天 井 下 地11 野縁等の種類

　＜屋内＞　　※19形　　・25形　　　＜屋外＞　　・19形　　※25形

(6.6.2)

　・屋外の軒天井、ピロティ天井等

　　　工法　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法（　　　　　　　　　　　）

　　　野縁受、吊りボルトおよびインサートの間隔　　・図示　・　

　　　周辺部の端からの間隔　　　　　　　　　　　　・図示　・　

　　　野縁の間隔　　　　　　　　　　　　　　　　　・図示　・　

インサート

　・既存埋込インサートを使用する　　・あと施工アンカーを設ける

あと施工アンカーの確認試験

(6.6.4)

　・行う（試験箇所数　・　　箇所　　※屋内の場合、当該階において３箇所）

　　　　（確認強度　　※吊りボルト受け等の間隔が 900mm程度以下かつ天井面積構成部材等

　　　　　　　　　　　　の単位面積あたりの質量が20kg/㎡以内の天井の場合は400N程度

　　　　　　　　　　　・　　　　Ｎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・行わない

　　※方法は図示による　　・（　　　　　　　　　　　　　）

・吊りボルトの間隔が900㎜を超える場合の補強

・天井ふところが１.５ｍ以上３ｍ以下の場合の補強

・天井ふところが３ｍを超える場合の補強

　　※方法は図示による　　・（　　　　　　　　　　　　　）

・天井下地材における耐震性を考慮した補強

　　※補強箇所、方法は図示による　　・（　　　　　　　　　　　　　）

軽 量 鉄 骨 璧 下 地12

　※改修標仕 表6.7.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類

スタッド、ランナーの種類

　・　

スタッドの高さが5.0mを超える場合　　　※図示による　　・（　　　　　　　　　　　　）

出入口およびこれに準ずる開口部の補強　※改修標仕6.7.4(5)による　・（　　 　　　　 ）

13 ビ ニ ル 床 シ ー ト

種類の記号 施工箇所 備考厚さ(mm)特殊機能色柄

※ＦＳ

・

・

・無地

・無地

・柄物

・柄物

・帯電防止

・防滑性

・耐動荷重性

・耐薬品性

(6.8.2､3)

目地処理する場合の工法　　※溶接工法　　・　

備考

14 ビニル床タイル張り (6.8.2)

記号

種類の
施工箇所

・無地

・柄物

特殊機能

・帯電防止

色柄

・300×300

・450×450

・500×500

・

・防滑性

・視覚

　障がい者用

・ＴＴ

・ＦＴ

※ＫＴ

・ＦＯＡ

・ＦＯＢ

寸法(mm) 厚さ(mm)

・2.0

・2.5

・3.0

※2.0

・

ビ ニ ル 幅 木 材質の種類　　・硬質　　・軟質

高さ　　※60　　・75　　・100　　・300

厚さ　　※2.0 　・（　　）

15 (6.8.2)

(6.8.2)16 ゴ ム 床 タ イ ル 種類　　  　・単層品　　　　・積層品

色柄　　　 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

厚さ(mm)　  ・3.0 　・4.5　　・6.0　 ・9.0

寸法(mm)　 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

カ ー ペ ッ ト 敷 き17 ・織じゅうたん

織り方 パイル形状

(6.9.3､4)

・ウィルトンカーペット

・ダブルフェースカーペット

・アキスミンスターカーペット

・カットパイル

・ループパイル

・カット、ループ併用

　色柄（※模様のない無地　・　　　　）

　パイル糸の種類等　　・　　

　※無地の織じゅうたんの種別（・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種）

　帯電性　　　・適用する　　・適用しない

　織りじゅうたんの接合方法　・　　　　　　　　※ヒートボンド工法

　下敷き材

　　※反毛フェルト(JIS L 3204)の第２種２号　呼び厚さ　8mm　　・　

・タフテッドカーペット

パイル形状 パイル長さ(mm) 工法 帯電性 備考

・カットパイル

・ループパイル

・カット、ループ併用

・適用する

・適用しない

　下敷き材

　　※反毛フェルト(JIS L 3204)の第２種２号　呼び厚さ　8mm　　・　

・ニードルパンチカーペット

　厚さ(mm)  （　　　　　　）

　帯電性　　・適用する　　・適用しない

パイル形状

・カットパイル

・ループパイル

・カット、ループ併用

・タイルカーペット

種別 施工箇所 寸法(mm) 総厚さ(mm) 備考

※第一種

・第二種

・第一種

・第二種

・第一種

・第二種

・

※500×500

※500×500

・

※500×500

・

※ 6.5

・

※ 6.5

・

※ 6.5

・

　タイルカーペットの敷き方

　　平場　　　※市松敷き　　・模様流し　　・　　　　　　

　　階段部分　※模様流し　　・市松敷き　　・　

　見切り、押え金物

　　材　質　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　種　類　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　形状等　※図示　　・　

合 成 樹 脂 塗 床

施工箇所種　別 工　法 仕上げの種類

・厚膜型塗床材

・薄膜型塗床材

・厚膜型塗床材

　弾性ウレタン樹脂

　系塗床

　エポキシ樹脂

　系塗床

・薄膜流しのべ工法

・厚膜流しのべ工法

・樹脂モルタル工法

※平滑仕上げ

・防滑仕上げ

・つや消し仕上げ

・平滑仕上げ

・防滑仕上げ

※平滑仕上げ

(6.10.2､3)18

フ ロ ー リ ン グ 張 り (6.11.2～6)19

・フローリングボード１等

工 法 材種 大きさ等

・釘留工法(根太張り)

・釘留工法(直張り)

・接着工法

種 類

改修標仕

表6.11.2、

表6.11.5による

・フローリングブロック１等 ※接着工法 ・

・複合フローリング ・釘留工法(直張り)

・釘留工法(根太張り)

・接着工法

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

接着工法の場合の裏面緩衝材　　※合成樹脂発泡シート　　・　

フローリングおよび接着剤のホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　　・　

現場塗装仕上げ　　・適用する　　※ウレタン樹脂ワニス塗り

　　　　　　　　　　　　　　　　・オイルステインのうえ、ワックス塗り

　　　　　　　　　　　　　　　　・生地のままワックス塗り

　　　　　　　　　・適用しない

複

合

単

層

・かば

・ぶな

※なら

畳 敷 き20 畳の種別　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種（・KT-Ⅰ ・KT-Ⅱ ・KT-Ⅲ ・KT-K ・KT-N）

下地の種類

(6.12.2)

　・標準仕様書　表 12.6.1による床組　・ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン）

　・　

せっこうボードの目地工法　　・継目処理工法　　・突付工法　　・目透し工法

せっこうボードその他ボード類　種類・厚さ等　　※図示による

合板仕上げ

せ っ こ う ボ ー ド 、

その他ボードおよび

合 板 張 り 種類 規格等

・普通合板 表板の樹種

・生地のまま又は透明塗料塗り

・不透明塗料塗り

　（・ラワン　・しな　・　　　　　　　　　　　　　　　　）

　（※しな　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

板面の品質（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

厚さ（※図示による　・　　　　mm）

接着の程度（・１類　・２類）

・防虫処理

・天然木化粧合板 化粧板の樹種名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

接着の程度（・１類　・２類）

厚さ（※図示による　・　　　　mm）

・防虫処理

・特殊加工化粧合板 化粧加工の方法（・オーバーレイ　・プリント　・塗装）

表面性能（　　　　　　　　タイプ）

接着の程度（・１類　・２類）

厚さ（※図示による　・　　　　mm）

・防虫処理

(6.13.2､3)

せっこうボード等の下地は図示による。

遮音シール材

　・適用する（・シーリング材　・ジョイントコンパウンド）

　・適用しない

合板類、ＭＤＦ、パーティクルボードおよび接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※Ｆ☆☆☆☆　・　

合板類の張付け　　・Ａ種　　※Ｂ種

21

（令和２年版）

※250～300

　エポキシ樹脂　・低粘度形（ひび割れ幅0.5mm未満）・中粘度形（ひび割れ幅0.5mm以上）

　注入状況の確認　※コアの抜取りを行う　・　

　　抜取り個数　　※長さ 500ｍごとおよびその端数につき１個　　・（　　　　　　　）

(5.2.2)(5.4.2～5)

(5.2.2)(5.5.2～5)

建築標仕<16.7.2>

建築標仕<16.7.2～4>

建築標仕<16.7.2～4>

建築標仕<16.7.3>

　　※改修標仕6.6.4(8)(ｱ)(ｲ)による　・（　　　　　　　　　　　　　）

・全面接着工法

・グリッパー工法

塗料のホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　・　

(6.5.2)

(6.5.2)

(6.5.2)

件 名

課 長

種 別

縮 尺

設計年月日 年 度 区分

枚ノ内

図
面
番
号

特 記

設 計副参事副参事

秋 田 市 建 設 部 建 築 課
Ａ

建築改修工事特記仕様書Ⅱ
２７

飯島南児童センター屋根および外壁改修工事

R02.06 R02



章 項 目 特 記 事 項 章 項 目 特 記 事 項 章 項 目 特 記 事 項 章 項 目 特 記 事 項

章 項 目 特 記 事 項

（令和２年版）

建 築 改 修 工 事 特 記 仕 様 書 Ⅲ

６

内

装

改

修

工

事

(7.1.3)７

塗

装

改

修

工

事

防火材料

屋内で使用する塗料　ホルムアルデヒド放散量材 料１

・モルタル・プラスター面　・Ａ種　※Ｂ種

・せっこうボード面　　　　・Ａ種　※Ｂ種

壁 紙 張 り 壁紙の材料・施工

壁紙の種類 防火性能 素地ごしらえの種別（新設部）

・コンクリート面　　　　　・Ａ種　※Ｂ種

22

・不燃

・準不燃

・難燃

モルタル・プラスター面の下地調整の種別　　※ＲＢ種　　・　

せっこうボード面の下地調整の種別　　　　　※ＲＢ種　　・　

コンクリート面の下地調整の種別　　　　　　※ＲＢ種　　・　

(6.14.2､3)

モ ル タ ル 塗 り23 (6.15.3､5､6)モルタル　　　・現場調合材料

　　　　　　　　（セメントは改修特記仕様書８－２　コンクリート工事による）

　　　　　　　・既調合材料（　　　　　　　　　　　　）

既製目地材　　・設ける　施工箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　形状（※図示　　・　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　・設けない

床目地　　　　・設ける（工法：※押し目地　　・　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　（目地割り　　　※２㎡程度　・　　　　　　　　）

　　　　　　　　（最大目地間隔　※３ｍ程度　・　　　　　　　　）

　　　　　　　・設けない

壁面の仕上げ厚又は塗り厚が25mmを超える場合の下地処理　　・　　　　　

タ イ ル 張 り (6.16.2～4)24 伸縮調整目地の位置

　床タイル　　　（※縦、横とも４ｍ以内ごと　　・図示　　・　　　　）

　床タイル以外　（・図示　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

伸縮調整目地のシーリング材、目地寸法は改修特記仕様書３章による

・セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り

形状寸法 吸水率のよる区分 うわぐすり 役物 色 耐凍害性
耐滑り性

再生材

利　用
備　考

無有注文標準無有無釉施釉Ⅲ類Ⅱ類Ⅰ類（mm）

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・・・・・・・・・・・・

　タイルの形状、寸法

　役物：標準的な曲がりの役物は一体成形とする。

タイルの見本焼き　　※行わない　　・行う

タイルの試験張り　　※行わない　　・行う

形状寸法 吸水率のよる区分 うわぐすり 役物 色 耐凍害性
耐滑り性

再生材

利　用
備　考

無有注文標準無有無釉施釉Ⅲ類Ⅱ類Ⅰ類（mm）

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・・・・・・・・・・・・

　タイルの形状、寸法

　役物：標準的な曲がりの役物は一体成形とする。

タイルの見本焼き　　※行わない　　・行う

タイルの試験張り　　※行わない　　・行う

内装タイル接着剤張りに使用する有機質接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※Ｆ☆☆☆☆　・　

種類　　※セメント系　　・せっこう系セルフレベリング材25 (6.17.2､3)

　※Ｆ☆☆☆☆　　・　

　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

下 地 調 整２

　・次の箇所を除き防火材料とする。（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

塗替えＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲

既存錆止め塗料の鉛含有調査　　・行う（　　　　　箇所）　　　・行わない

　※塗替え面積の30％　　・図示　　・　

新 規

ひび割れ

部の補修

・行わない

・行う

・行わない

・行う
・ＲＡ種　・ＲＢ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種

※ＲＢ種　・　　　

※ＲＢ種　・　　　

※ＲＢ種　・　　　

※ＲＢ種　・　　　

※ＲＢ種　・　　　

※ＲＢ種　・　　　

ＡＬＣパネル面

コンクリート面（ＤＰ以外）

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

木部

下地調整の種別

塗替え
下地面の種類

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具等）

モルタル面、プラスター面

・行わない

・行う

・ＲＡ種　・ＲＢ種※ＲＢ種　・　　　石膏ボード面、その他のボード面

押出成型セメント板面

コンクリート面（ＤＰ）

・行わない

・行う
押出成形セメント板面

・ＲＡ種　・ＲＢ種　　　

・ＲＣ種　　　
・ＲＡ種　・ＲＢ種

　ＲＡ種

　ＲＡ種

　ＲＣ種

　ＲＡ種

　ＲＡ種・ＲＢ種　・ＲＣ種

(7.2.1～7)

３ 錆 止 め 塗 料 塗 り

鉄鋼面

ＥＰ－Ｇ以外

ＥＰ－Ｇ

塗替え

新規見え掛り

新規見え隠れ

塗替え

新規見え掛り

新規見え隠れ

塗替え

Ａ種

Ａ種

Ａ種

※Ｃ種　・　

※Ａ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｃ種　・　

※Ａ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｃ種　・　

※Ａ種　・　

工 程塗 料塗装面

(7.3.2､3)

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

新規（鋼製建具等）
ＥＰ－Ｇ以外

亜鉛

めっき面 塗替え Ｃ種

Ｃ種

※Ｃ種　・　

※Ａ種　・　新規（鋼製建具等）
ＥＰ－Ｇ

※Ａ種　・Ｂ種

※Ａ種　・Ｂ種

・合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ） ・Ａ種　・Ｂ種

※１級　・２級　・３級

※１級　・２級　・３級

合成樹脂調合

４ 塗 装

・

塗装の種別 塗装面
塗替え 新 規

工 程

ペイント塗り

木部屋外

木部屋内

鉄鋼面

　 〃　（鋼製建具以外）

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ａ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ａ種　・　

※Ｂ種　・　

・Ａ種　※Ｂ種

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

・フタル酸樹脂エナメル塗り（ＦＥ）

亜鉛めっき面(鋼製建具）

・Ａ種　※Ｂ種 ・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種・クリアラッカー塗り（ＣＬ）

・アクリル樹脂系非水分散系塗料塗り(NAD)

・耐候性塗料塗り

　（ＤＰ）

　塗料の種別

　※１種　・２種

　（ＳＯＰ）

亜鉛めっき面上塗り

鉄鋼面上塗り
・

・

・Ａ－１種

・Ｂ－１種

・Ｃ－１種

　Ａ種

　Ａ種・

・つや有り合成樹脂

　エマルション

　ペイント塗り

　（ＥＰ－Ｇ） 屋内の亜鉛めっき鋼面

屋内の鉄鋼面

屋内の木部

コンクリート面等

コンクリート面および

押出成型セメント板面

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

・Ａ種　・Ｂ種

※Ａ種　・　

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

※Ｂ種　・　

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り（ＥＰ－Ｔ） ※Ｂ種　・　 ・Ａ種　・Ｂ種

・ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ） ・Ａ種　※Ｂ種 ・Ａ種　※Ｂ種

・オイルステイン塗り（ＯＳ）

　塗料（・油性　・水性）

・木材保護塗料塗り（ＷＰ） ・Ａ種　※Ｂ種・Ａ種　※Ｂ種・Ａ種　※Ｂ種 ・Ａ種　※Ｂ種

つや有り合成樹脂エマルションペイント塗り（コンクリート面、モルタル面、プラスター面、

　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗り替えの場合のしみ止め

　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

せっこうボード面、その他ボード面）の塗替えの場合のしみ止め

　※改修標仕 表7.9.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする

　※改修標仕 表7.10.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする

８

耐

震

改

修

工

事

（

共

通

事

項

）

・改修標準仕様書　第８章　耐震改修工事１ 適 用 範 囲

・改修標準仕様書において　第８章　耐震改修工事以外の改修工事で第８章を引用している部分

　引用している部分

　　・柱補強工事（溶接金網巻き工法又は溶接閉鎖フープ巻き工法）

　　・柱補強工事（鉄板巻き工法又は帯板巻き付け工法）

　　・現場打ち鉄筋コンクリート壁の増設工事　　・鉄骨ブレースの設置工事

　　・連続繊維補強工事　　・耐震スリット新設工事　　・免震改修工事

(8.21.3)(8.22.3)(8.23.3)

　　・図示による　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　・図示による　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　撤去範囲

既存構造体の撤去既 存 部 分 の 処 理 等２ (8.21.2)(8.22.2)(8.23.2)(8.24.4)(8.25.2)

　はつり出した鉄筋および鉄骨の処置

既存構造体コンクリートの目荒らしの程度および範囲

　　　　　　　　　全体にわたってつける

　・既存柱、梁面　打継ぎ面の15～30％程度に、平均深さ２～５mm(最大７mm)程度の凸凹を

　・既存壁　　　　打継ぎ面の10～15％程度に、平均深さ２～５mm(最大７mm)程度の凸凹を

　　　　　　　　　全体にわたってつける

既存杭の撤去等

　既存杭の補強　　　　　　　　　　　・図示による　　・（　　　　　　　　　　）

(8.28.2)

　撤去範囲および工法　　　　　　　　・図示による　　・（　　　　　　　　　　）

　杭頭部の処理　　　　　　　　　　　・図示による　　・（　　　　　　　　　　）

　既存杭の健全性を確認する試験　　　・行う（図示による）　・行わない

　

耐

震

改

修

工

事

（

鉄

筋

工

事

）

適用箇所

継手方法３

種類の記号

WFP

種 類

(8.2.2)形状等溶 接 金 網２

(8.2.1)鉄 筋 の 種 類１８-１

種類の記号 呼び径(mm) 備　考

・ＳＤ２９５Ａ

・ＳＤ３４５

鉄線の形状、網目寸法、鉄線の径(㎜) 使用部位

・溶接金網

・鉄筋格子

鉄筋の継手および定着

呼び径(mm)継手方法

・ガス圧接　・機械式継手　・溶接継手　

・ガス圧接　・機械式継手　・溶接継手　

・重ね継手

・

・重ね継手

・

・その他の鉄筋

・耐力壁

・柱、梁の主筋

　（　　　　　　　　）

(8.3.4)(8.4.2､3)

継手位置

　※図示による　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

柱および梁の主筋の重ね継手の長さ

　※図示による　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

耐力壁の重ね継手の長さ

　・図示による　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

鉄筋の定着長さ

　※図示による　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４ 鉄 筋 の か ぶ り 厚 さ

お よ び 間 隔

（溶接金網を含む）

耐久性上不利な部分（塩害を受けるおそれのある部分等）

　※図示による　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(8.3.5)最小かぶり厚さ

軽量コンクリートを適用する場合

　・あり　適用箇所（　　　　　　　　）

　 ・最小かぶり厚さに加える厚さ（　　　　　）mm

　・あり　適用箇所（　　　　　　）

　　・最小かぶり厚さに加える厚さ（　　　　　）㎜

(8.3.8)圧 接 完 了 後 の 試 験５ 超音波探傷試験

　※行う（すべての圧接部）

６ 機 械 式 継 手

平12建告第1463号に適合する性能

　・Ａ級　　・　

適用箇所　　・図示による　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　 (8.4.2)

機械式継手の種類　　・図示による　　・（　　　　　　　　　　　　　）

溶 接 継 手７

平12建告第1463号に適合する性能

　・Ａ級　　・　

適用箇所　　・図示による　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　

溶接継手の種類　　・図示による　　・（　　　　　　　　　　　　　　）

(8.4.3)

割 裂 補 強 筋 割裂補強筋の適用 (8.21.6)(8.22.7)

種　類 材　料 材質 径 本数ピッチ等 適用箇所

・スパイラル筋

・はしご筋

リート用棒鋼

鉄 筋コ ン ク

リート用棒鋼

鉄 筋コ ン ク

※SR235

※SD295A

・9φ

※6φ

・

・D10

スパイラルの径（㎜）

（　　　　　　　　　　）

スパイラルのピッチ（㎜）

（　　　　　　　　　　）

壁面内方向

（　　　　　　　　　　）

壁面外方向

（　　　　　　　　　　）

※図示

８

・普通コンクリート

設計基準強度

　

耐

震

改

修

工

事

（

コ

ン

ク

リ

ー

ト

工

事

）

適用箇所

※　24

(cm)

スランプ

質量(t/m3)

気乾単位容積

Fc(N/mm2)

気 乾 単 位 容 積 質 量

１８-２ コ ン ク リ ー ト の

による種類および強度

(8.1.3､4)(8.2.5)(8.9.2)

・ 2.3程度 ・

・　 ・ 2.3程度 ・

構造体強度補正値　　※改修標仕8.2.4による

(8.2.5)種類セ メ ン ト３

　　　　・Ⅱ類（ JIS A 5308 に適合したコンクリート）

種別　　※Ⅰ類（ JIS A 5308 に適合を認証されたコンクリート）２ コンクリートの種類

※普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種、

・高炉セメントＢ種

・フライアッシュセメントＢ種

　シリカセメントＡ種又はフライアッシュセメントＡ種

セメントの種類 適用箇所

建物躯体（下記以外）

基礎、地中梁

基礎、地中梁

普通ポラルドセメントの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、水和熱が７日目で

352J/g以下かつ28日目で402J/g以下のものとする。

(8.2.5)混 和 材 料５

(8.2.5)使用骨材のアルカリシリカ反応による区分　　※Ａ　　・Ｂ骨 材４

混和剤の種類　　※改修標仕 8.2.5(4)(a)による　　・（　　　　　　　　　　）

無 筋 コ ン ク リ ー ト６ コンクリートの種類　　　※普通コンクリート　　・　

スランプ　　　　　　　　※15cm又は18cm　　　　・　

設計基準強度Fc(N/mm2)　 ※ 18N/mm2　　　　　　・　

適用箇所　　※標準仕様書6.14.1(e)

(8.11.1)

セメントの種類

　※普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種、シリカセメントＡ種又はフライアッシュセメントＡ種

　・高炉セメントＢ種

　・フライアッシュセメントＢ種

適用箇所　　　　　・図示による（　　　　　　　　　　）

打 ち 継 ぎ の 位 置 、７

ひび割れ誘発目地、

打 継 目 地

打ち継ぎの位置    ・図示による（　　　　　　　　　　）

目地寸法　※標準仕様書 9.7.3(1)(ア)～(ウ)による　・図示による（ 　　　　　　　）

ひび割れ誘発目地の間隔、位置、形状、寸法

　※図示による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

種 別

・Ａ　　種　

・Ｂ　　種　

・Ｃ　　種　

合板せき板を用いる打放し仕上げの種別８ 構造体コンクリート

の 仕 上 り

(8.1.4)

コンクリートの仕上がりの平坦さ

種 別

・ａ　　種　

・ｂ　　種　

・ｃ　　種　

適用箇所

適用箇所

　補強後の仕上げ　　　　　　　　　　・図示による（　　　　　　　　）　　・　

・

・図示による

・すべての増設壁

外装タイル後張り面のコンクリート打増し厚さ

(8.7.8)外部に面するコンクリート打放し仕上げの打増し厚さ

（打放し仕上げ部）

打 増 し 厚 さ９

　・20㎜　　・図示による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・20㎜　　・図示による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

型 枠10 (8.2.7)せき板の材料および厚さ　　・合板　（厚さ　※12㎜　　・　㎜）

　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

11 型 枠 の 加 工 シアコネクターをセパレーターとして使用

　適用箇所　　・図示による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(8.7.8)

12 コ ン ク リ ー ト の

打 込 み 工 法 等

部位毎のコンクリートの打設工法の指定

補強工法 打設工法 適用箇所

　　　　　　　　　　　　　・　

スリーブの材料　　※改修標仕 8.2.7(f)(2)(i)又は(ii)による

お よ び 組 み 立 て

13 コンクリート強度試験 構造体コンクリート強度の推定試験（材齢28日、現場養生または標準養生）

　・第三者機関　　・生コンクリートの製造所

(8.21.8)(8.23.5～7)

・圧入工法

・工法指定なし

・

・現場打ち鉄筋コンクリート壁の

　増設工事

　溶接閉鎖フープ巻き工法

・溶接金物巻きおよび

・流込み工法

・圧入工法

・工法指定なし

・

・流込み工法

・

・図示による

・すべての増設壁

・ ・ ・

鋼板巻き工法および帯板巻き付け工法での型枠等

　既存柱外周部あと打ちコンクリート又は構造体用モルタルの厚さ

　柱頭および柱脚の隙間の寸法　　　　・図示による（　　　　　　　　　）　　・　

　柱頭および柱脚の隙間部間の型枠　　・発泡プラスチック保温材等を埋込む　　・　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・図示による（　　　　　　　　　）　　・　

(8.1.5)２

※建築基準法第77条56の規定に基づき国土交通大臣から認可を受けた指定性能評価機関として

(8.1.5)製作工場の加工能力鉄 骨 製 作 工 場１

　認定を受けた㈱日本鉄骨評価センターおよび㈱全国鉄骨評価機構（旧(社)全国鐵構工業協会）

　　・Ｓグレード　　・Ｈグレード　　・Ｍグレード　　・Ｒグレード　　・Ｊグレード

・監督職員が承諾する製作工場

施 工 管 理 技 術 者

鉄骨製作工場における ・配置する　　・配置しない

３ 鋼 材 鋼材の材質 (8.2.8)

※JIS規格による

※JIS規格による

※JIS規格による

※JIS規格による

※JIS規格による

※JIS規格による

※JIS規格による

規格等材 質

４

ゲ ー ジ 等

５ 高 力 ボ ル ト (8.2.9)

・ＳＳ400

・ＳＳＣ400

・ＳＮ400Ａ,Ｂ,Ｃ

・ＳＮ490Ｂ,Ｃ　 

・ＳＴＫ400　　　

・ＳＴＫＲ400　　

・

※図示による　・（　　　　　　　　　）

※図示による　・（　　　　　　　　　）

※図示による　・（　　　　　　　　　）

※図示による　・（　　　　　　　　　）

※図示による　・（　　　　　　　　　）

※図示による　・（　　　　　　　　　）

※図示による　・（　　　　　　　　　）

適用箇所、形状および寸法

縁端距離、ボルト間隔 高力ボルト、普通ボルトおよびアンカーボルトの縁端距離、ボルト間隔、ボルト径、ゲージ等

　※図示による (8.13.2)

高力ボルトの区分

　・トルシア形高力ボルト

　・ＪＩＳ形高力ボルト

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等　　　※図示による（　　　　　　）　・　

摩擦面の処理方法

　・

すべり係数試験　　※行わない

　　　　　　　　　・行う（・すべり係数試験　・すべり耐力試験）

　　　　　　　　　　すべり試験において、対比試験片を作成し、摩擦面の処理状況を確認する。

　・ブラスト処理（表面祖度50μmRz以上）

　※自然発錆（黒皮等を除去した後に自然放置して表面に赤さびが発生した状態）

６ 溶 融 亜 鉛 め っ き

高 力 ボ ル ト

(8.13.2)(8.14.2)

　

耐

震

改

修

工

事

（

鉄

骨

工

事

）

８-３

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等　※図示による

摩擦面の処理方法

　・ブラスト処理（表面祖度50μmRz以上）　・りん酸塩処理　・　

すべり係数試験　　※行わない

　　　　　　　　　・行う（・すべり係数試験　・すべり耐力試験）

　　　　　　　　　　すべり試験において、対比試験片を作成し、摩擦面の処理状況を確認する。

(8.13.10)

９ 溶 接 材 料 (8.2.10)

普 通 ボ ル ト７ ボルトおよびナットの材料等

　・標準仕様書 表7.2.3（JIS付属書品）又は次による

　　ボルトの規格は、JIS B 1180とする。

　　ボルトの種類は、呼び径六角ボルト又は全ねじ六角ボルトとし、材料は鋼とする。ボルト

　　の強度区分は4.5又は4.8とする。なお、呼び径六角ボルトの軸径の最大寸法は、ねじの呼

　　び径の値以下とする。

ア ン カ ー ボ ル ト８ ・構造用アンカーボルト

・建方用アンカーボルト

　種類　・ＡＢＲ400　　・ＡＢＲ490　　・　

　種類　・ＳＳ400　　　・　

アンカーボルトおよびナットのねじの公差域クラスおよび仕上げの程度

　※標準仕様書 表7.2.3による　　・　

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等　　　※図示による（　　　　　　）　・　

・

※改修標準仕様書 8.2.10(1)(2)による

10 製 作 精 度 ※(一社)日本建築学会「JASS 6 鉄骨工事」付則６[鉄骨精度検査基準]による (8.13.3)

11 仮 組 ・実施する（範囲：※図示による　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・実施しない

12 溶 接 技 能 者 の

技 量 付 加 試 験

(8.15.3)

・実施しない

・実施する　　試験の要領　・図示による（　　　　　　　）　・　

13 溶 接 接 合 開先の形状　　※図示による　　・　

スカラップの形状　　※図示による　　・　

エンドタブの切除する部分

　切断する箇所　・図示による（　　　　　　　　）

　切断する範囲　・エンドタブ、裏当て金等は、梁フランジの端から 5mm以下を残して直線上に

　　　　　　　　　切断する。なお、切断線が交差する場合は、交差部をアール状に加工する。

　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

切断面の仕上げ　※改修標仕8.15.7(1)(ｶ)(b)②による

　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(8.15.4､7)

溶 接 部 の 試 験14 (8.15.12)平12建告第1464号第二号に関する外観試験方法等

JASS 6 付則6「鉄骨精度検査基準」の付表3「溶接」に関する試験方法等

　　・抜き取り検査①　　※抜き取り検査②

　・JASS6 10.4［受入検査］e.溶接部の外観検査(1)から(5)までによる。ただし、完全溶け込

　・「突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」3.5.2 受入検査による

　　み溶接部の外観検査の抜取箇所は、超音波探傷試験の試験箇所と同一とする。外観試験の

　　不合格箇所は、すべて標準仕様書7.6.13による補修を行い、再試験する。

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験

　・工事現場溶接の場合　　※全数試験

　・工場溶接の場合　　　　※全数試験

錆 止 め 塗 料15 (7.3.3)(8.17.3)耐火被覆材の接着する面の塗装範囲

　※標仕7.8.2(1)による　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

耐火被覆材の接着する面以外の塗装範囲

　・図示による　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブで鉄骨に溶接されたものの内側の錆止め塗料

塗装の種別

　※Ａ種　　・　

・亜鉛めっき鋼面の錆止め塗料の種別　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

・鉄鋼面の錆止め塗料の種別　　屋外、屋内　※Ａ種

錆止め塗装は、工場( ※１・２ ）回、現場タッチアップ１回とする。

・耐火被覆材の接着する面への塗装の種別（・　　　　　　）

16 耐 火 被 覆 種類、材料、工法 (8.18.2～8)

備　　考種　　別 材料および工法

・耐火塗料

・耐火吹付け材

・耐火板張り

・耐火材巻付け

・ラス張りモルタル塗り

建築基準法に基づき

認定を受けたもの

建築基準法に基づき

認定を受けたもの

建築基準法に基づき

認定を受けたもの

改修標仕第６章15節

［モルタル塗り］による

建築基準法に基づき

認定を受けたもの

17

の 設 置 等

ア ン カ ー ボ ル ト 構造用アンカーボルトの形状および寸法　　　・図示（　　　　　　　　）

構造用アンカーフレームの形状および寸法　　・図示（　　　　　　　　）

建方用アンカーボルトの形状および寸法　　　・図示（　　　　　　　　）

建方用アンカーボルトの保持および埋込み工法　　種別　・Ａ種　　・Ｂ種

厚さ（　　　　　　　　　）　　種別　　※Ａ種　・Ｂ種

柱底均しモルタルの厚さおよび工法の種別

８-４ １ あ と 施 工 ア ン カ ー (8.2.4)　

あ

と

施

工

ア

ン

カ

ー

工

事

種類

・金属系アンカー（耐震補強用）

・接着系アンカー

　・引張耐力  　・　  　kN　・図示による（          ）

　・せん断耐力　・　　  kN  ・図示による（　　　　　）

　アンカー本体の径および埋込み長さ　　・図示による（耐震補強共通図）

　セット方式　　※本体打込み式改良型　　・　

　接合筋の種類、径、長さ　　・図示による（　　　　　）　・　

　・性能確認試験

　　試験および試験数　　・図示による（　　　　　）　　　・　

　・引張耐力  　・　  　kN　・図示による（          ）

　・せん断耐力　・　　  kN  ・図示による（　　　　　）

　アンカーの種類　※カプセル型回転、打撃式　　・　

　接着剤の品質　　・有機系　　・無機系

　アンカー本体の径および埋込み長さ　　※図示による

　アンカー筋の種類　　・　

　アンカー筋の新設壁内への定着の長さ　　※図示による

　・性能確認試験

　　試験および試験数　　・図示による（　　　　　）　　　・　

２ 穿 孔 穿孔前の埋込み配管等の探査方法

　※鉄筋探知機（金属探知機）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う

　・はつり出しによる

３ 施 工 確 認 試 験

確認強度　　※図示による

(8.12.4)

(8.12.7)試験方法　　※引張試験機による試験　・　

１ 柱 底 均 し モ ル タ ル

お よ び グ ラ ウ ト 材 グラウト材　　　　　※無収縮グラウト材　　・　

柱底均しモルタル　　※無収縮モルタル　　　・　
８-５

８-６ １ 連 続 繊 維 シ ー ト　

連

続

繊

維

補

強

工

事

(8.2.13)(8.24.6)

・下地処理

　引張強度（含浸硬化後）　　　・（　　　）Ｎ／㎜2　　・　

　ヤング係数（含浸硬化後）　　・（　　　）Ｎ／㎜2　　・　

連続繊維の材料　　・炭素繊維　　・アラミド繊維　　・ガラス繊維

連続繊維補強材の強度試験

・引張強度試験　※JIS A 1191（コンクリート用連続繊維シートの引張試験方法による）

　　　　　　　　・　

　試験数量　　　・図示による（　　　　　　）

・付着強度試験　※JIS A 6909（建築用仕上塗材）による

　　　　　　　　・　

　試験数量　　　・図示による（　　　　　　）

２ 仕 上 げ 補強工事後の仕上げ　　・図示による（　　　　　　）　　・　 (8.24.7)

グ
ラ
ウ
ト

８-７ １　

　

　

　

新

設

工

事

ス リ ッ ト の 方 式 、

幅 お よ び 深 さ 設置箇所、幅および深さ　　※図示による

方式　　　　　　　　　　　・完全　　・部分

２ スリットの充填材の

挿入および周囲補修等

・耐火材　使用箇所および仕様　　※図示による

・遮音材　使用箇所および仕様　　※図示による

撤去部の補修　　※撤去材と同一材で補修　・　

(8.25.2)

(8.25.2)

(8.12.4)３

埋込み配管等の探査

スリットの施工前の ※鉄筋探知機（金属探知機）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う

・はつり出しによる

８-８ １ 埋 戻 し お よ び 盛 土 種別　　・Ａ種 　※Ｂ種　 ・Ｃ種 　・Ｄ種

２ 山留の有無　　・あり　　・なし

(8.28.3)

(8.28.3)

３ 山 留 め の 撤 去

山 留 め の 有 無

鋼矢板等の抜き跡の処理　　※直ちに砂で充填する　・　

山留めの存置　　　　　　　・全て撤去　　・存置（存置範囲　図示による）

(8.28.3)

５ 砂 利 地 業

６ 捨てコンクリート地業

(8.2.15)(8.28.4)※再生クラッシャラン（※厚さ 60mm　・厚さ 　mm　・図示）

・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※捨てコンクリート　（※厚さ 50mm　・厚さ 　mm　・図示） (8.2.15)(8.28.4)

床 下 防 湿 層７ ※設ける（ポリエチレンフィルム t=0.15mm）　　・設けない

　

土

工

事

・

地

業

工

事

１ アスベスト含有建材

の 除 去 工 事

９

環

境

配

慮

改

修

工

事

施工調査

　　調査範囲（・図示　・　　　　　　　　　　　）

　　貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　※アスベスト含有建材の事前調査

　　工事着手に先立ち、目視および貸与する設計図書等によってアスベストを含有している吹

　　き付け材、成形板、建築材料等の使用の有無について調査する

　　分析対象 アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライトおよびトレモライト

　　分析方法　・定性分析(JIS A 1481-1又はJIS A 1481-2）　（　　　　　箇所　）

　　　　　　　・定量分析(JIS A 1481-3又はJIS A 1481-4）　（　　　　　箇所　）

(9.1.1､3～5)

　・分析によるアスベスト建材の調査（採取場所は、工事着手後の協議による）

適用

・

・

・

測定２

測定３

測定１

測定名称 測定時期 測定場所
測定点

(各施工箇所ごと)

処理作業前
処理作業室内

調査対象室外部の付近

処理作業室内

　　　　　　　　サンプル数　　　１箇所あたり３サンプル

アスベスト粉じん濃度測定　測定時期、場所および測定点

測定４・

・ 測定５

処理作業中

・

セキュリティゾーン入口

出口吹出し風速

1m/sec以下の位置
（処理対象室外の場合）

負圧、除じん装置の排出口

・

・

処理作業後

(シート養生中)

処理作業後シート

撤去後１週間以降

処理作業室内

処理作業室内

調査対象室外部の付近

測定６ 処理作業室外

・施工区画周辺

・敷地境界

測定７・

計　　　　　　点

計　　　　　　点

計　　　　　　点

計　　　　　　点

計　　　　　　点

計　　　　　　点

計　　　　　　点

計　　　　　　点

計　　　　　　点

測定８

測定９

(9.1.1)

　

耐

震

ス

リ

ッ

ト

測定方法

・自動測定器による測定

・測定４

・測定５

測定名称 測定方法

粉じん相対濃度計(デジタル粉じん計)パーティクルカウンター、繊維状粒子自動測定器

(リアルタイムファイバーモニター)等の粉じんを迅速に測定できる機器を用いた測定

・JIS A 3850-1に基づいた測定

測定名称 メンブレンフィルタ直径(㎜） 試料の吸引流量(L/min) 試料の吸引時間(min）

・測定４　・測定５

・　　　　・　

・　　　　・　

25

47

47

5

10

10

30

120

240

アスベスト含有建材の処理

　・アスベスト含有吹付け材の除去（除去対象範囲　図示）

　　　除去工法　　　　※改修標仕 9.1.3(2)(ア)による

　　　除去したアスベスト含有吹付け材等の飛散防止　※湿潤化　　・固形化

　　　除去したアスベスト含有吹付け材等の処分

　　　除去したアスベスト含有保温材等の飛散防止　※湿潤化　　・固形化

　　　除去したアスベスト含有保温材の処分

　　　　・埋立処分（管理型最終処分場）　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

　　　　・埋立処分（管理型最終処分場）　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

　・アスベスト含有保温材等の除去（除去対象範囲　図示）

　・アスベスト含有成形板の除去（除去対象範囲　図示）

　　　除去したアスベスト含有成形板の処分

　　　・アスベスト含有せっこうボード　※埋立処分（管理型最終処分場）

　　　・アスベスト含有せっこうボードを除くアスベスト含有成形板

　　　　・埋立処分（管理型最終処分場）　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

２ 断 熱 ア ス フ ァ ル ト 改修特記仕様書第３章による

防 水 改 修 工 事

断熱・防露改修工事

外 断 熱 改 修 工 事 断熱材の種類、厚さ、施工課所　※図示による

ホルムアルデヒド放散量　　※Ｆ☆☆☆☆　　　・　

・

防火性能 備 考

既存外壁の処置

　既存外壁仕上材の撤去　　・あり　　・なし

　下地面の清掃　　　　　　・行う　　・行わない

　欠損部の改修工法　　　　・改修標仕 4.1.4 による　　・（　　　　　　　 ）

外壁材の種類

工法

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法　　・（　　　　　　　　　　　　）

　不陸等の下地調整　　・　

　外装材の外壁への取付け　・図示

　通気層の有無　　　　・あり（　　　　mm）　・なし

　断熱材の施工　　　　※断熱材製造所の仕様による　　　・（　　　　　　　　　　　　）

ガ ラ ス 改 修 工 事 複層ガラス

断熱性による区分　　・Ｔ１　・Ｔ２　・Ｔ３　・Ｔ４　・Ｔ５　・Ｔ６

日射取得性、日射遮蔽性による区分　　・Ｇ　　・Ｓ

乾燥気体の種類　　・空気　　・アルゴン

(9.4.2､3)

フェノールフォーム断熱材又は保温材、接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※Ｆ☆☆☆☆　　・　

(9.5.2～4)

　断熱材　JIS A 9521に基づくプラスチック断熱材

　断熱材の種類　　・Ａ種１　　・Ａ種１Ｈ　　・　

　吹付厚さ（㎜）　・25　　・30　　・　

・断熱材打込み工法（　施工範囲　図示による　）

・断熱材現場発泡工法（　施工範囲　図示による　）

・断熱材後張り工法（　施工範囲　図示による　）

　断熱材　JIS A 9521に基づくプラスチック断熱材

　・断熱材にせっこうボード等を貼り付けたパネル

　材質、厚さ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　種類、厚さ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　種類、厚さ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

屋 上 緑 化 改 修 工 事

　屋上緑化軽量システム

　　・適用する　　・適用しない

　　　　芝及び地被類の樹種並びに種類等　　※図示　　・（　　　　　　　　　　　）

　　　　見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等　　※図示　　・（　　　　　　）

工法

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法　　・（　　　　　　　　　　　　）

　かん水装置　　・設置する（種類　・　　　　・　　　　・　　　　）　・設置しない

　既存保護層の撤去　　・行う　　・行わない

植栽基盤および材料

新植した芝および地被類の枯保障の期間　　※引渡しの日から１年　・　

７ 透水性アスファルト

舗 装 改 修 工 事

種 別 材 料 厚さ(㎜)

・盛土

・凍上抑制層

・フィルター層

・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

・Ｄ種　　・建設汚泥から再生した処理土

・切込み砂利

・砂

・

・砂

・

・図示

・

・図示

・

・図示

・

　・添加材料による安定処理

路床の材料

３

４

５

６

既存舗装の撤去および再利用　　※図示　　・　 (9.7.2～5､9)

・再生クラッシャラン　・クラッシャラン

路床安定処理　　・適用する　・適用しない

　　　種類　・普通ポルトランドセメント

　　　　　　・高炉セメントＢ種

　　　　　　・フライアッシュセメントＢ種

　　　　　　・生石灰（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　・消石灰（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　添加量　　　㎏（目標ＣＢＲ　　・３以上　　・　　　　　　　　　　　　　　）

　　　目標ＣＢＲを満足する添加量の確認方法　　・安定処理土のＣＢＲ試験

-1

　・ジオテキスタイル

　　　単位面積質量　　・60㎏/㎡　以上　　　　　　　 ・（　　　　　　　　　　　）

　　　厚さ（㎜）　　　・0.5～1.0　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　）

　　　引張強さ　　　　・98N/5㎝（10kgf/5㎝）以上　　・（　　　　　　　　　　　）

　　　透水係数　　　　・1.5×10 ㎝/sec 以上　　　　 ・（　　　　　　　　　　　）

試験

　砂の粒度試験　　　　　　　　　　　・行う　　・行わない

　路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　　・行う　　・行わない

　現場ＣＢＲ試験　　　　　　　　　　・行う　　・行わない

　路床締固め度試験　　　　　　　　　・行う　　・行わない

路盤

　路盤の厚さ　　・図示　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　路盤材料

砕石

再生材 ・クラッシャラン　　・粒度調整砕石

・クラッシャラン　　・粒度調整砕石

　・路床安定処理用添加材料

　路盤締固め度の試験　　※行う　　・行わない

舗装の構成　　・図示　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

開粒度アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う　　・行わない

舗装の平たん性　　※著しい不陸がないもの　　・（　　　　　　　　　　　　　　　）

種

別
・クラッシャラン鉄鋼スラグ　　

・粒度調整鉄鋼スラグ

・水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

・有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り

(7.4.2～7.14.2)

　　・制震改修工事　　　・土工事および地業工事

建築標仕<6.6.4><6.8.1>

　の「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める次のグレードとして、国土交通大臣から認定を

　受けた工場又は同等以上の能力のある工場

(8.20.5)

(8.13.2)建築標仕<7.2.3>

建築標仕<7.2.4><7.3.2>

建築標仕<7.10.3>

(8.2.12)

　　　　　　　　　　種類　・　

　・ひび割れ部改修　範囲　・図示による（　　　　　　）　　・　

　・柱および梁の隅角部の面取りの大きさ　　・図示による（　　　　　　）

建築標仕<4.6.2､5>

(9.2.2～3)

(9.3.2～4)

鋼材　改修特記仕様書　８－３　鉄骨工事　3 鋼材による

笠木　改修特記仕様書　３　3 アルミニウム製笠木による

　笠木の施工　　　　　　　・改修特記仕様書　３　3 アルミニウム製笠木

材料板ガラスの種類および厚さの組合せ並びに複層ガラスの厚さ　・建具表による

(9.6.2､3)

件 名

課 長

種 別

縮 尺

設計年月日 年 度 区分

枚ノ内

図
面
番
号

特 記

設 計副参事副参事

秋 田 市 建 設 部 建 築 課
Ａ

建築改修工事特記仕様書Ⅲ
７ ３

飯島南児童センター屋根および外壁改修工事

R02.06 R02



件 名
特 記

種 別

縮 尺

設計年月日
課 長

年 度

枚ノ内

図
面
番
号

区分
副参事

秋 田 市 建 設 部 建 築 課
設 計副参事

付近見取図　S=NON

構 造 ・ 規 模

・屋根改修工事

工 事 内 容 ・外壁改修工事

外部共通仮設

特 記 事 項

程度3日

・Ａ型バリケード（「立入禁止」表示付き） 程度

・交通誘導員（資材等搬入時）

５．

３．

４．

２．

１．

 工　事　概　要　

工 事 場 所

発生材は可能な限り中間処分場へ搬出し、リサイクルに努めること。

工事関係車両の駐車位置については、監督員の指示に従うこと。

７．飯島南児童センターの敷地内は全面禁煙とする。

資材等の搬出入は児童の登下校時および放課後の時間を避けて行うこと。

　鉄骨造部屋根：既存改質アスファルトシート防水の膨れ部処理後、新たに改質アスファルトシート防水を施工する

飯島南児童センター　（　秋田市飯島西袋二丁目22番1号　）

　既存の外壁（セメント系サイディングt=12、16）を撤去し、窯業系サイディングt=16を新設する

　木造部屋根：既存の金属屋根にフッ素樹脂を塗装する

現場事務所等の位置については、原則右図斜線部内とするが、監督員と協議の上決定すること。

木造（ホール・事務室棟）一部鉄骨造（遊戯室棟）平家建

25m

飯島南児童センター屋根および外壁改修工事 付近見取図・配置図兼仮設計画図

R02.06 R02

1/NON・1/100

７ ４

Ａ

Ｎ

秋田厚生医療センター

飯島南小学校

新あきた農業協同組合北支店

横
山
金
足
線

Ｎ

秋田市飯島西袋二丁目22番1号

飯島南児童センター

駐車場

外遊具

配置図兼仮設計画図 S=1:100

児童動線

街灯

仮設事務所・仮設トイレ設置スペース

電柱

電柱支線

交通誘導員（資材搬入時）

西側道路側溝　±0　▼

＋450＋550

＋450

南側道路側溝　±0　▼

＋550

既存目隠しフェンス　H=2000 

既存メッシュフェンス　H=600 

既存メッシュフェンス　H=600 

既存メッシュフェンス　H=600 

Ａ型バリケード
（「立入禁止」表示付き）

児童センターは通常通り運営するため、利用者の安全に十分配慮すること。

平日は13時30分～18時30分、休校日・土曜日は8時30分～18時30分まで。

工事関係車両用駐車区画

Ａ型バリケード
（「立入禁止」表示付き）
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5
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特 記
種 別

縮 尺

設計年月日

件 名

課 長
年 度

枚ノ内

図
面
番
号

区分
副参事

秋 田 市 建 設 部 建 築 課
設 計副参事

飯島南児童センター屋根および外壁改修工事 屋根伏図・軒天井伏図

1/100

R02.06 R02

７ ５

Ａ

雨押さえ：ガルバリウムカラー鋼板　t=0.4（新設）

参 考 数 量

既存仕上げ・改修リスト

㎡

名 称 改 修 概 要

既 存

改 修 後

軒天 下 地 調 整 ＲＢ種

ＥＰ塗装

既 存 シーリング納まり
軒天見切

・フッ素樹脂塗装はスーパーフッソルーフペイント（関西ペイント）程度とする。

35.3

ドレイン廻り500角程度アスファルト防水撤去・復旧

屋根２立上り部

Y2

Y3

X1 X2 X3 X4 X5 X6

屋根２

屋根１

AT
1

Y2

Y3

軒天

軒天

軒天

X1 X2 X3 X4 X5 X6

シーリング　打ち替え（四方）

ルーフドレイン（SUS製横引き）一時撤去・再設置(4箇所)

Y1 Y1

改質アスファルトシート防水（AS-T3）（新設）

タラップ（新設）

雪止め（富士型）（撤去、新設）

下地処理後、フッ素樹脂塗装（1液形エポキシさび止め下塗り後、2回塗り）

既存アルミ製笠木（撤去）

㎡

㎡

既 存

改 修 後

既 存

改 修 後

改質アスファルトシート防水（ＡＳ－Ｔ３）

下 地 処 理

下 地 処 理 高圧水洗浄、下地活性剤塗布

高圧水洗浄、下地活性剤塗布

アルミ製 W=175

グラスウール保温材t=25、耐火野地板t=18、改質アスファルトシート防水t=4

耐火野地板t=18、改質アスファルトシート防水t=4

24.6

改質アスファルトシート防水（ＡＳ－Ｔ３）

136

既 存

改 修 後

解体・撤去

アルミ製 W=200

49.1 ｍ

既 存

改 修 後

解体・撤去 4 箇所

既 存

改 修 後

解体・撤去 4 箇所既存縦樋、支持金具共（撤去）

SUS製 φ75、支持金具共（新設）　飾り枡（再設置）

遊戯室棟

遊戯室棟

ホール・事務室棟ポーチ

既 存

改 修 後

解体・撤去

ボンデ鋼板　t=16、W=360

既存笠木、シーリング共（撤去）

遊戯室棟

遊戯室棟

既 存

改 修 後

解体・撤去 箇所ホール・事務室棟 71

富士型

既存雪止め（撤去）

富士型（新設）

屋根２ 平場

　〃　 立上り部

笠木

ルーフドレイン

縦樋・飾り枡

雪止め

SGP製 φ75

鋼物製 横引き用75φ

1 箇所

カルバリウムカラー鋼板　t=0.4、W=400、L=5,000程度（新設）

改 修 後 ガルバリウムカラー鋼板　t=0.4　糸尺300程度 18.1 ｍ

名 称

フッ素樹脂塗装（１液形エポキシさび止め下塗り後、２回塗り）

ケレン、高圧水洗浄

屋根同材包み

ｍ45.5下 地 処 理

改 修 後

既 存

破風・鼻隠し

屋根１

　〃　

206

下地板t=12、アスファルトルーフィングt=22、長尺カラートタンt=0.4

ケレン、高圧水洗浄下 地 処 理

改 修 後

既 存

㎡

改 修 概 要

既存仕上げ・改修リスト

参 考 数 量

フッ素樹脂塗装（１液形エポキシさび止め下塗り後、２回塗り）

屋根伏図 S=1:100 軒天井伏図 S=1:100

　〃　 雨押え

ホール・事務室棟

改 修 後 シーリング 変成シリコーン系　２成分形　10×10（打替）

解体・撤去 既存シーリング（撤去）

無石綿セメントケイ酸カルシウム板t=6.0、目透しV.P （撤去）

56.4 ｍ

笠木；ボンデ鋼板　t=1.6（撤去）
　　　カルバリウムカラー鋼板　t=0.4（新設）

改修用ルーフドレイン（新設）、ドレイン廻り改質アスファルトシート防水（復旧）

既存ルーフドレイン（撤去）、ドレイン廻り500×500程度改質アスファルトシート防水

475 3,600 475

750 4,550 4,550 3,640

13,490

2
,
5
7
0

400

455 455

Ｎ

10

2.5

10

2.5

5

10 10

5

縦樋４箇所

アルミトップライト

水勾配　5／100

　　 W=200（新設）
笠木 W=175（撤去）

屋根：長尺カラートタン t=0.4 横茸き
アスファルトルーフィング 22kg 下茸材 t=12

既存改質アスファルトシート防水　膨れ部撤去増し張り（平場面積の５％程度）

2,7304,5502,7303,6404,5504,550

10,01012,740

23,500
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0



カラートタン包み 33×27

カラートタン包み 33×27

カラーガルバリウム製、同質出隅材9箇所、同質入隅材8箇所、同質エンドキャップ2箇所（新設）

カラーガルバリウム製、同質出隅材6箇所、同質エンドキャップ2箇所（新設）

下地補強のうえ ステンレス製 背かご付 H=6,600 W=400（新設）

ｍ

水切

既 存

改 修 後

既 存

改 修 後

既 存

改 修 後

セメント系サイディング t=16 アスファルトフェルト20kg 

セメント系サイディング t=16 アスファルトフェルト20kg 

㎡

㎡

㎡

11.3

135

217

外壁

セメント系サイディング t=12 アスファルトフェルト20kg 

改 修 後

既 存

改 修 後

既 存

改 修 後

土台水切

改 修 後

既存仕上げ・改修リスト

名 称 改 修 概 要

ｍ

ｍ

ｍ

参 考 数 量

既 存

改 修 後

㎡

窯業系サイディング t=16 横張（金具留工法）（ﾆﾁﾊ ﾓｴﾝｴｸｾﾗｰﾄﾞ16ﾌｫﾝﾄﾞｽﾌﾟﾘｯﾄｽﾄｰﾝ調V同等品）、透湿防水シート（新設）

窯業系サイディング t=16 横張（金具留工法）（ﾆﾁﾊ ﾓｴﾝｴｸｾﾗｰﾄﾞ16ﾌｫﾝﾄﾞｽﾌﾟﾘｯﾄｽﾄｰﾝ調V同等品）、透湿防水シート（新設）

窯業系サイディング t=16 横張（金具留工法）（ﾆﾁﾊ ﾓｴﾝｴｸｾﾗｰﾄﾞ16ﾌｫﾝﾄﾞｽﾌﾟﾘｯﾄｽﾄｰﾝ調V同等品）、透湿防水シート（新設）

箇所

既存セメント系サイディング t=16、アスファルトフェルト、シーリング共（撤去） 

既存セメント系サイディング t=12、アスファルトフェルトシーリング共（撤去） 

既存セメント系サイディング t=16、アスファルトフェルトシーリング共（撤去） 

遊具室棟ポーチ部；階段モルタル補修

既存アルミ片開フラッシュドア　クリーニング

既存片開フラッシュドア（撤去、新設）

遊具室棟ポーチ部；階段モルタル補修

既存アルミ片開フラッシュドア　クリーニング

笠木：W=175（撤去）
W=200（新設）

笠木：W=175（撤去）
W=200（新設）
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特 記
種 別

縮 尺

設計年月日

件 名

課 長
年 度

枚ノ内

図
面
番
号

区分
副参事

秋 田 市 建 設 部 建 築 課
設 計副参事

飯島南児童センター屋根および外壁改修工事 立面図・断面詳細図

1/100・1/30

R02.06 R02

７ ６

Ａ

　　　木造

（ホール・事務室棟） （遊戯室棟）　
非木造（鉄骨造）

館名板 一時撤去・再設置

既存サッシ枠シーリング 打替（四方）

南側立面図　S=1:100

飯 島 南 児 童 セ ン タ ー

東側立面図　S=1:100

既存サッシ枠シーリング 打替（四方）

ホール・事務室棟ポーチ　柱・梁

既存アルミ枠 クリーニング

遊具室棟ポーチ部階段　断面詳細図　S=1:30

　　　ガルバリウム製　t=0.4（新設）

既存床モルタル　t=30（撤去）
床モルタル金ゴテ仕上げ　t=30（新設）

既存階段モルタル　t=30（撤去）
階段モルタル金ゴテ仕上げ　t=30（新設）

タラップ（新設）

ガルバリウム製オーバーハング水切り（新設）

ガルバリウム製柱下部水切り　隅部クッション材8箇所（新設）

既存サッシ枠シーリング 打替（四方）
既存サッシ枠シーリング 打替（四方）

ポーチ柱・梁

北側立面図　S=1:100 西側立面図　S=1:100

　　　ガルバリウム製　t=0.4（新設）

タラップ（新設）
タラップ（新設）

床モルタル　t=30、階段モルタル共　t=30

床モルタル金ゴテ仕上げ　t=30、階段モルタル共（新設）

既存ガラスクリーニング（片面）

既存ガラスクリーニング（片面）

既存ガラスクリーニング（片面）
既存ガラスクリーニング（片面）

笠木；ボンデ鋼板　t=1.6（撤去）

笠木；ボンデ鋼板　t=1.6（撤去）

5
,
6
0
0

4,450

400

6
,
6
0
0

5
,
6
0
0

5
,
6
0
0

26.5

屋根1：長尺カラートタン t=0.4 横茸き
アスファルトルーフィング 22kg 下茸材 t=12
下地処理後、フッ素樹脂塗装（1液形エポキシさび止め下塗り後、2回塗り）

外壁：アスファルトフェルト20kg
セメント系サイディング　t=16（撤去）

　　　透湿防水シート下張 新設

外壁：アスファルトフェルト20kg
セメント系サイディング　t=16（撤去）

　　　透湿防水シート下張 新設

タラップ（新設）
屋根2：既存改質アスファルトシート防水　膨れ部撤去増し張り（平場面積の５％程度）
　　　改質アスファルトシート防水（AS-T3）（新設）

屋根2：既存改質アスファルトシート防水　膨れ部撤去増し張り（平場面積の５％程度）
　　　改質アスファルトシート防水（AS-T3）（新設）

外壁：アスファルトフェルト20kg

　　　透湿防水シート下張 新設

屋根1：長尺カラートタン t=0.4 横茸き
アスファルトルーフィング 22kg 下茸材 t=12
下地処理後、フッ素樹脂塗装（1液形エポキシさび止め下塗り後、2回塗り）

縦樋・飾り枡：SUS製 φ75、支持金具共（撤去、新設）

縦樋・飾り枡：SUS製 φ75、支持金具共（撤去、新設）

解体・撤去

解体・撤去

解体・撤去

ホール・事務室棟

ホール・事務室棟ポーチ

遊戯室棟

ホール・事務室棟ポーチ

解体・撤去ホール・事務室棟

遊戯室棟 解体・撤去

既存土台水切り（撤去）

既存土台水切り（撤去）

タラップ 遊戯室棟

屋根2：既存改質アスファルトシート防水　膨れ部撤去増し張り（平場面積の５％程度）
　　　改質アスファルトシート防水（AS-T3）（新設）

外壁：アスファルトフェルト20kg
セメント系サイディング　t=16（撤去）

　　　透湿防水シート下張 新設

外壁：アスファルトフェルト20kg
セメント系サイディング　t=16（撤去）

　　　透湿防水シート下張 新設

屋根1：長尺カラートタン t=0.4 横茸き
アスファルトルーフィング 22kg 下茸材 t=12
下地処理後、フッ素樹脂塗装（1液形エポキシさび止め下塗り後、2回塗り）縦樋・飾り枡：SUS製 φ75、支持金具共（撤去、新設）

外壁：アスファルトフェルト20kg
セメント系サイディング　t=16（撤去）

　　　透湿防水シート下張 新設

縦樋・飾り枡：SUS製 φ75、支持金具共（撤去、新設）

屋根2：既存改質アスファルトシート防水　膨れ部撤去増し張り（平場面積の５％程度）
　　　改質アスファルトシート防水（AS-T3）（新設）

屋根1：長尺カラートタン t=0.4 横茸き
アスファルトルーフィング 22kg 下茸材 t=12
下地処理後、フッ素樹脂塗装（1液形エポキシさび止め下塗り後、2回塗り）

外壁：アスファルトフェルト20kg
セメント系サイディング　t=16（撤去）

　　　透湿防水シート下張 新設

外壁：アスファルトフェルト20kg
セメント系サイディング　t=16（撤去）

　　　防火サイディング t=16 横張（金具留工法）
　　　透湿防水シート下張 新設

トップライト：既存サッシクリーニング
既存サッシ枠シーリング 打替（四方）

1 箇所

42.8

44.6

解体・撤去遊戯室棟ポーチ 既存床モルタル、階段モルタル共（撤去）

　　　窯業系サイディング t=16 横張（金具留工法）

　　　窯業系サイディング t=16 横張（金具留工法）

外壁：アスファルトフェルト20kg
セメント系サイディング　t=16（撤去）

　　　透湿防水シート下張 新設
　　　窯業系サイディング t=16 横張（金具留工法）

　　　窯業系サイディング t=16 横張（金具留工法） 　　　窯業系サイディング t=16 横張（金具留工法） 　　　窯業系サイディング t=16 横張（金具留工法）

セメント系サイディング　t=16（撤去）
　　　窯業系サイディング t=16 横張（金具留工法）

　　　窯業系サイディング t=16 横張（金具留工法）

8.5

11.0

2

飾り枡（一時撤去・再設置）

飾り枡（一時撤去・再設置）

飾り枡（一時撤去・再設置）
トップライト：既存サッシクリーニング

既存サッシ枠シーリング 打替（四方）

飾り枡（一時撤去・再設置）

階段

2,200 300 300

1
5
0
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図
面
番
号

区分
副参事

秋 田 市 建 設 部 建 築 課
設 計副参事

平面図　S=1:100

2

6

2

1

1

2

Ａ－Ａ’断面詳細図　S=1:30Ｂ－Ｂ’断面詳細図　S=1:30

飯島南児童センター屋根および外壁改修工事 平面図・断面詳細図

1/100・1/30

R02.06 R02

７ ７

Ａ

AW

ＡＤ－１

ＡＤ－２

ＡＴ－１

1，800700ＡＤ－４

2，1302，600

1，840800

ＡＤ－３

2，4603，440

5，095800ＡＷ－７

1，2001,700ＡＷ－６

1，2003，470ＡＷ－５

900800ＡＷ－４

9001，700ＡＷ－３

1，200

1，200

3，400

2，600

2，500

ＡＷ－２

ＡＷ－１

数 量高さ（Ｈ）巾（Ｗ）建 具 符 号

既存建具リスト

建 具 符 号数 量高さ（Ｈ）巾（Ｗ）

1，700

既存ガラス

改 修 後

網入り磨き板ガラス6.8＋空気6＋フロート板ガラス3（存置）

既存サッシクリーニング、既存サッシ枠シーリング 打替（四方）

Y2

Y3
床

物置 湯沸

女
子
便
所

男
子
便
所

押入

和室１

和室２

図書室

風除室

玄関

ホール

事務室

器具室

遊戯室

花壇

物置

AW AW AW AW AW

AD

AD

AD

AW

AW

AD

AW

AW

AW

AW

AW

AW

AW

AW

AW

AW

AW

B

B´

X1 X2 X3 X4 X5 X6

アルミトップライト

AT

AD AD

A

A´

3

3

44 4 4 3

6

6

5

5

5

5

6

6

446

6

2

1

2

1

1

1

AD
1

Y1

軒天：ケイ酸カルシウム板 t=6（撤去・新設）ＥＰ塗装

アスファルトルーフィング　22kg
長尺カラートタン　横葺（存置）

屋根；下地盤

　　　既存面ケレン、高圧洗浄後、フッ素樹脂塗装

Y1

屋根1：下地盤

長尺カラートタン　横葺（存置）
アスファルトルーフィング　22kg

オーバーハング水切：ガルバリウムカラー鋼板（新設）

軒天：外壁同等材（撤去）
　　　ケイ酸カルシウム板　t=6（新設）ＥＰ塗装

軒天：ケイ酸カルシウム板 t=6（撤去、新設）ＥＰ塗装

外壁：アスファルトフェルト20kg

軒天：外壁同等材（撤去）
　　　ケイ酸カルシウム板　t=6（新設）ＥＰ塗装

オーバーハング水切：ガルバリウムカラー鋼板（新設）

外壁：アスファルトフェルト20kg

外壁：アスファルトフェルト20kg

Y3

Z3

Y3

Y2

軒天：ケイ酸カルシウム板 t=6（撤去・新設）ＥＰ塗装

　　　既存面ケレン、高圧洗浄後、フッ素樹脂塗装

軒天：ケイ酸カルシウム板 t=6（撤去・新設）ＥＰ塗装

間柱　105×36

外壁：アスファルトフェルト20kg

　　　既存面ケレン、高圧洗浄後、フッ素樹脂塗装

　　　窯業系サイディング t=16 横張（金具留工法）

窯業系サイディング t=16 横張（金具留工法）
セメント系サイディング　t=16（撤去）

セメント系サイディング　t=16（撤去）

セメント系サイディング　t=16（撤去）

透湿防水シート下張（新設）

屋根；下地盤

Y1

軒天：ケイ酸カルシウム板 t=6

アスファルトルーフィング　22kg
長尺カラートタン　横葺

外壁：アスファルトフェルト20kg

軒天：ケイ酸カルシウム板 t=6（撤去・新設）ＥＰ塗装

屋根1；下地盤
アスファルトルーフィング　22kg
長尺カラートタン　横葺

屋根1；下地盤
アスファルトルーフィング　22kg
長尺カラートタン　横葺（存置）

　　　透湿防水シート下張 （新設）

破風：屋根同材包み（存置）

透湿防水シート下張（新設）

土台水切：カラートタン包み 33×27（撤去）土台水切：カラートタン包み 33×27（撤去）

　　　透湿防水シート下張（新設）

7

破風：屋根同材包み（存置）

窯業系サイディング t=16 横張（金具留工法）

　　　窯業系サイディング t=16 横張（金具留工法）

　　　　　ガルバリウムカラー鋼板（新設） 　　　　　ガルバリウムカラー鋼板（新設）

屋根1；下地盤

長尺カラートタン　横葺（存置）
アスファルトルーフィング　22kg

ＡＴ－１（トップライト）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×1

既存サッシ枠シーリング 打替（四方）

既存ガラスクリーニング（片面）

既存ガラスクリーニング（片面）

ＡＤ－２　アルミ製片開フラッシュドア（扉撤去、新設）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×1
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800

既存スチール製建具枠存置

既存シーリング（撤去、打替）

捨て水切り：ガルバリウムカラー鋼板　t=0.4　20×50程度（新設）

4

4

1

1

1

2

10

5

　　　既存面ケレン、高圧洗浄のうえフッ素樹脂塗装

水切；カラートタン包み　33×27（存置）

水切り：ガルバリウム製（新設）
　　　　隅部クッション材8箇所共

　　　既存面ケレン、高圧洗浄のうえフッ素樹脂塗装

10

和室

立上り：既存改質アスファルトシート防水存置　　　　　

硬質木片セメント板　t=12（撤去）

ガルバリウムカラー鋼板 t=0.4、W=400（新設）

10

5

笠木：ボンデ鋼板t=16

水切；カラートタン包み　33×27

硬質木片セメント板　t=12　

ホール・事務室棟ポーチ部　断面詳細図　S=1:30（改修前） ホール・事務室棟ポーチ部　断面詳細図　S=1:30（改修後）

屋根2：既存改質アスファルトシート防水　膨れ部撤去増し張り（平場面積5％程度）　　　　　

　　　既存面ケレン、高圧洗浄のうえフッ素樹脂塗装

笠木：アルミ製 W=175（撤去）
　　　アルミ製 W=200（新設）

　　　改質アスファルトシート防水（ＡＳ－Ｔ３）（新設）

捨て笠木：アルミ製（O-15程度）（新設）

　　　　改質アスファルトシート防水（ＡＳ－Ｔ３）（新設）

立上り：既存面ケレン、高圧洗浄のうえフッ素樹脂塗装

糸尺300程度

見込み

硝子 仕上

付属金物

備考

60

2.5

10

笠木：ボンデ鋼板　t=1.6（撤去）

表面材アルミパネル　t=6.0程度

握り玉、シリンダー錠、ドアチェック、SUS丁番

形式 半外ランマ無

既存外3方額縁（存置）

既存沓摺（存置）
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10

2.52.5

遊戯室

器具室

雨押え：ガルバリウムカラー鋼板　t=0.4（新設）
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床

物置

押入

和室１

和室２

図書室

風除室

玄関

ホール

事務室

器具室

遊戯室

物置

アルミトップライト

男
子
便
所

女
子
便
所

湯沸室

湯沸室

図
面
番
号

特 記
件 名 種 別

枚ノ内縮 尺主 席
課 長

区分主 査 設計年月日 年 度

秋 田 市 建 設 部 建 築 課
副参事 設 計

ＭR2R2.06

１ １

1/50,1/20

換気空調設備平面図、改修後詳細図（Ａ）･（Ｂ）

換気空調設備機器表（改修前後）

改修後詳細図（Ａ）　S=1/20

※　実線部のガス配管を更新すること。

　（ガス管露出部・ガスメーター一次側埋設管0.5ｍを更新）

※　ガスメーター（ボックス含む）は撤去再設置すること。
※　メーターガス栓を更新すること。（２箇所）

※　実線部の機器およびダクトを更新すること。

改修後詳細図（Ｂ）　S=1/20

ＧＭ ＧＭ

ＧＭ ＧＭ

既存配管貫通部拡張
φ150×150mm程度

GG

G

G

GGGG

G
G

G

G G

G

G

※　　　　床養生範囲を示す。（19m2程度）

天井埋込型換気扇 １ １ 新設

飯島南児童センター屋根および外壁改修工事

換気空調設備平面図　S=1/50

湯沸室へ

都市ガス本管より

φ
1
0
0

φ
1
0
0

φ
1
0
0

φ150

φ150

φ100

φ
1
5
0

FF-1VF-5VF-5VF-4

VF-1

VF-1

VF-2

FF-2

VF-3 FF-3

FF-3

FF-3

AC-1

切断接続25A×2

切断接続40A×2

4
0

2
5

40

40

4
0

4
0

4
0

25

25

25

2
5

25

25

2
5

ガスメーターボックス撤去再設置×2

※　　　　着色部の機器および配管類を撤去再設置すること。

40

天井埋込型換気扇更新（丸形フード、ダクト含む）
改修後詳細図（Ａ）参照

ガス管更新
改修後詳細図（Ｂ）参照

和
室
１

和
室
２

図
書
室

事
務
室

湯
沸
室

男
子
ト
イ
レ

女
子
ト
イ
レ

遊
戯
室

計

天井埋込型換気扇

天井埋込型換気扇

天井埋込型換気扇

天井埋込型換気扇

天井埋込型換気扇

FF-1

FF-2

FF-3

VF-1

VF-2

VF-3

VF-4

VF-5

AC-1 ルームエアコン MSZ-GV4018S-W 0.8～7.3kW 室外機:MUCZ-G4018S

FRESHHEATER400 4.7kW 

FRESHHEATER1000 10.5kW 

VD-18ZX2-G 風量270m3/H 丸形フード:P18-FSQ5

VD-15ZXP2-C 風量212m3/H 丸形フード:P13-FSQ5

VD-18ZX2-C 風量270m3/H 丸形フード:P18-FSQ5

VD-13Z3 風量130m3/H 丸形フード:P13-FSQ5

VD-13ZT 風量126m3/H 丸形フード:P13-FSQ5

備 考

丸形フード撤去再設置

丸形フード撤去再設置

丸形フード撤去再設置

丸形フード撤去再設置

室外機撤去再設置、冷媒管更新

１

１

１ １ １

１ １

１

１

１

１ １

１

１

１

３

２

１

１

１

２

１

ガスFF式暖房機

ガスFF式暖房機

ガスFF式暖房機

撤去

換気空調設備機器表（改修前）
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務
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沸
室
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子
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レ

女
子
ト
イ
レ

遊
戯
室

計

天井埋込型換気扇

天井埋込型換気扇

天井埋込型換気扇

天井埋込型換気扇

FF-1

FF-2

FF-3

VF-1

VF-2

VF-3

VF-5

AC-1 ルームエアコン MSZ-GV4018S-W 0.8～7.3kW 室外機:MUCZ-G4018S

FRESHHEATER400 4.7kW 

FRESHHEATER550 5.9kW 

FRESHHEATER1000 10.5kW 

VD-18ZX2-G 風量270m3/H 丸形フード:P18-FSQ5

VD-15ZXP2-C 風量212m3/H 丸形フード:P13-FSQ5

VD-18ZX2-C 風量270m3/H 丸形フード:P18-FSQ5

VD-13ZT 風量126m3/H 丸形フード:P13-FSQ5

備 考

丸形フード撤去再設置

丸形フード撤去再設置

丸形フード撤去再設置

丸形フード撤去再設置

室外機撤去再設置、冷媒管更新
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ガスFF式暖房機

ガスFF式暖房機

ガスFF式暖房機

VD-23ZP12 風量460～760m3/H 丸形フード:P18-FSQ5

給排気筒撤去再設置

給排気筒撤去再設置

給排気筒撤去再設置

給排気筒撤去再設置

給排気筒撤去再設置

給排気筒撤去再設置

換気空調設備機器表（改修後）

工 事 概 要

ガスメーター（ボックス含む）を撤去再設置する。ガスメーター周りのガス管を更新する。

２.都市ガス設備

１.換気空調設備

３.発生材処理

１～２の発生材の処分をする。

飯島南児童センター外壁改修に伴い、改修対象範囲に設置されている既存設備の撤去再設置および更新をする。

※　施工時は湯沸室内を養生したうえで作業すること。（5m2程度）

VF-4

FRESHHEATER550 5.9kW 

ドレン管切断接続

配管化粧カバー更新

φ
1
5
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VF-4

※　　　　天井（化粧石膏ボード、0.8m2程度）を解体復旧すること。

換気フードの撤去再設置をする。ルームエアコン（室外機）および給排気筒を撤去再設置する。

換気扇（ダクト・換気フード含む）の更新をする。外壁露出部の配管化粧カバーおよびドレン管を更新する。
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4025
都市ガス本管より

暖房系統へ

湯沸室へ
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切断接続40A切断接続25A

切断接続25A
ガスメーター（ボックス含む）撤去再設置×2

メーターガス栓更新×2
切断接続40A

設 置 箇 所

機 器 名 称記号 仕様・型番

設 置 箇 所

機 器 名 称記号 仕様・型番



R2.5 年 度

件 名

縮 尺

種 別

設計年月日 区分

枚ノ内

図
面
番
号

特 記

秋 田 市 建 設 部 建 築 課
飯島南児童センター屋根および外壁改修工事
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電気設備平面図・屋内電灯分電盤結線図

課 長 副参事 主 査 設 計
S=1/50,NON

撤去・再取付(コーキング共)

既存水銀灯

引込開閉器盤

既存電灯分電盤

既存電話保安器盤

ブラケット　防雨型

撤去・再取付(コーキング共)

撤去・再取付(コーキング共)

撤去・再取付(コーキング共)

撤去・再取付(コーキング共)

手元開閉器盤(ELCB 50/20AT 30mA)

　

　　なうこと。

撤去・再取付

防水コンセント　E付

EM-EEF2.0-2C (VE16)

EM-EEF2.0-3C

タンブラスイッチ　3路防水型

　　施工すること。

存置

存置

存置

存置

　　ようにすること。

　　い結果を書類として報告すること。

　・電力引込み用配管配線および引込開閉器盤の撤去・再取付工事については電力会社

　　と協議をおこない、施工区分を決定し工事依頼をおこなうこと。

MDF

備 考 負荷名称

遊戯室ハロゲン灯

外部コンセント

図書室電灯

ホール電灯

物置、湯沸室、

便所、器具庫電灯

遊戯室コンセント

事務室コンセント

パネルヒーター

ガス警報器用電源

予備

非常照明

Ｎｏ．開閉器容量
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Ｎｏ． 開閉器容量 負荷名称 備 考
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遊戯室ハロゲン灯

ポーチ電灯

和室２電灯

和室１電灯

事務室電灯

和室コンセント

湯沸室、ホール

コンセント

ストーブ用コンセント

浄化槽コンセント

予備

非常警報電源

1 2

ELCB 2P50/20AT

 30mA(2E)

(2E)

MCCB 2P50/20AT

MCCB 1P50/20AT

(1E)

MCCB 1P50/20AT

(1E)

MCCB 1P50/20AT

(1E)

MCCB 1P50/20AT

(1E)

MCCB 1P50/20AT

(1E)

MCCB 1P50/20AT

(1E)

MCCB 1P50/20AT

(1E)

MCCB 1P50/20AT

(1E)

MCCB 1P50/20AT

(1E)

AC　1φ3W 100/200V 50HZ

CV22□-3C

3P 100/75AT
ELCB

ELCB 2P50/20AT

 30mA(2E)

(2E)

MCCB 2P50/20AT

MCCB 1P50/20AT

(1E)

MCCB 1P50/20AT

(1E)

MCCB 1P50/20AT

(1E)

MCCB 1P50/20AT

(1E)

MCCB 1P50/20AT

(1E)

MCCB 1P50/20AT

(1E)

MCCB 1P50/20AT

(1E)

MCCB 1P50/20AT

(1E)

MCCB 1P50/20AT

(1E)
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T-R
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T-N

T-N

T-N

T-N

T-N

T-N

T-N

T-N

T-N

MDF

電気設備平面図　S=1/50

屋内電灯分電盤結線図  S=NON
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工事中は仮設足場に固定

工事中は仮設足場に固定

ＤＶがいし有。工事中は仮設足場に固定

14

※開閉器盤上部に
電話回線引込み有

電
源

再
利

用

電
源

再
利

用

撤去・再取付

撤去・再取付

撤
去

・
再

取
付

撤
去

・
再

取
付

撤去・再取付

撤去・再取付

撤去・再取付
3WP

WP

14

※電話回線引込み共

手元開閉器盤

撤去・再取付

屋内電灯分電盤

3WP

WP

引込開閉器盤

撤去・再取付

WP

撤去・再取付

既存土間配管(通信用)

既存土間配管 CV22-3C(E39)

電源再利用

電源再利用

配線再利用

備 考記 号 名　　称　・　仕　　様

記 号 備 考線　　種

設 備 凡 例

配 線 凡 例

　本工事は、飯島南児童センターの屋根および外壁改修に伴う、電気設備工事一式である。

　・改修対象範囲に設置されている電気設備機器および配管配線を撤去・再取付をおこ

　・施設を運営しながらの工事となるため、監督員および建築工事と十分な協議の上、

※ 各撤去機器は適切に処分すること。

※ 使用者の安全に配慮し施工すること。

※ 施工に必要な足場については、建築工事の足場を使用するものとする。

　・工事中に配線が露出する部分は防護カバー等で防護すること。

　・工事中は水銀灯用配線を仮設足場に固定し電源供給を行い、施設運用に支障が無い

　・電話回線引込みは、足場への仮移設を行い、外壁塗装完了後復旧とする。

　・電気設備機器は取外し清掃のうえ、再取付すること。また、工事前後に試験等を行

※ 電力引込み用配管配線および引込開閉器盤の撤去・再取付工事にかかる諸工料は、

　 元請者にて電気事業者に前払いすること。【参考諸工料：32,800円(税込)】

電 気 設 備 工 事 概 要


